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○はじめに
本研究の目的は、中国宋代の服飾文化の変化について明らかにすることである。
960年、後周の禁衛軍、趙匡胤(927～976年)が「陳橋兵変」を起こし、後周政権を奪い
取り、宋王朝を打ち立て、中原と南方の統一を基本的に完成し、都を沐京(現在河南省の開
封)に定めた。歴史上これを北宋と呼ぶ。当時、中国の西北地区では、なお契丹族が打ち立
てた大遼と、党項族が打ち立てた西夏などの少数民族の政権があった。1127年、東北地区
の女真族は宋王朝内部の危機を利用して、沐京に攻め入り、北宋の徽宗(1082～1135年)
と欽宗(1125～27年)の両皇帝をさらい、国号を金と号した。欽宗の弟、康王趙構は南に向
かつて長江を渡り、臨安(現在の浙江省杭州)で即位して皇帝を称した。歴史上それを南宋
と呼ぶ。
漢民族は契丹、女真、党項、蒙古族の人々と四百年の間それぞれの領土や主権を守り、
あるいは拡張を企み、全国を統一しようとして、命がけの戦いを繰り広げ、そこから歴史
に名を残した民族の英雄が多く現れた。各民族の人々の間の往来も非常に頻繁であつた。
しかし、経済交流の主要な手段は、貢ぎ物や税のやりとり、あるいは領地替えであつて、
そのため、民族間には互いに相手のものを取り入れることに対しては抵抗感があった。服
装から見ると、互いに摂取し合つたが、基本的にはそれぞれの民族の特色を残している。
先行研究としては、陳茂同『中国歴代衣冠服飾制』(新華出版社、1993年)、 戴鉄祥『中
国古代服飾』(商務印書館、1998年)、 華梅『中国服装史 五千年の歴史を検証する』(白
帝社、2003年)、 王雪莉『宋代服飾制度研究』(杭州出版社、2007年)などが挙げられる。
陳茂同『中国歴代衣冠服飾制』(1993年)は、上古時期から清代までの服飾制度について
大まかに述べられている。陳茂同は、北来年間、契丹の末裔の遼王朝が中国北部を統一し
たことから、契丹の服飾はこれらの地区を通して南方に伝わり、士庶男女の風俗になった
と述べている。また、婦女は甚だしいときは、契丹の服飾を常服(普段着)とし、朝廷は何
度にもわたつて禁止したが、結局排除できず、北宋末に至っては契丹の衣裳を真似る者も
いた。従つて、宋の徽宗の政和四年(1114年)、 儀礼局官の宇文粋が何度も衣冠制度の改革
を建議した。彼は自ら『祭服制度』を編纂し、品官の衣冠服飾に詳細な規定を作り、図と
文章を作つて上奏し、徽宗の批准を得たのち、「有司(官僚)に図画で示した。」この改定さ
れた冠服制は、広範にわたり、その中には皇帝の見服、百官の祭服、群臣の朝服及び、命
婦の服飾などに渡つていると述べている。
戴鉄祥等『中国古代服飾』(1998年)も古代から清代までの服飾の制度や特徴を簡潔にま
とめられている。戴鉄祥等は、中国5000年の服飾の発展史を分析し、以下のように結論
付けている。①古代の服飾は、等級名分(身分)の差別を強烈に反映している。②服飾は階
級の圧迫を強烈に反映している。封建社会で求められているものは、「貴賤には級があり、
服位には等がある」ことであると述べている。③社会の生産力の水準と経済状況が中国古
代の服飾の発展、変化に大きな影響を及ぼした。④社会の思想意識もまた中国古代の衣冠
月艮飾に影響する重要な要素であつた。各時期の思想意識の変化が直接、間接に服飾の上に
反映した。宋代、程朱理学の「天理を興し、人欲を滅ぼし、科挙を厳しくする」という影
響のもとで、人々の七情六欲1(人間の喜怒哀楽と嗜慾の総称である。)が等級身分の中で
制限され、倹約保守が強調される世風となった。この世風が服飾の上に反映し、比較的保
守的で堅苦しくなり、色彩もあまり鮮やかでなくなった。⑤中国古代の服飾は民族との関
係が密接であり、また複雑であつたと述べている。
華梅『中国服装史 五千年の歴史を検証する』(2003年)では、中国古代から中華人民共
和国建国以降までの月艮飾の概要が述べられている。また、漢民族と少数民族の服飾につい
ても分析されている。華梅は、北宋と南宋の支配的イデオロギーは理学であるとし、これ
を「程朱理学」と呼んだ。こうした哲学イデオロギーは美学理論に影響を及ぼし、宋、特
に南宋においての理的な美が現れることになったと述べている。また、服飾においては堅
苦しく、保守的で、色彩も唐代の色濃く鮮やかな色から一転し、あつさりして上品な趣が
あり、落ち着いた文化が形成された。当時、多くの文人が、服装の簡便、素朴、清潔、自
然であることを主張し、過度な贅沢に反対したと論じている。
王雪莉『宋代月艮飾制度研究』(2007年)では、宋代の服飾の特徴や制度について大まかに
述べられている。王雪莉は宋代の服飾制度について以下のように論じている。①宋王朝は、
唐末以来の外族の圧力を受けているという条件下で、漢民族の民族意識の膨張が文化上、
思想上「排故(異民族排除)」 の状況のもとで、服飾の制作において宋王朝は、不断に胡服
禁止令を出した。宋代の服飾文化は、保守、守旧の特徴を持った。②宋代は特別な守旧と
いう時代ではなく、服飾文化の一般的な発展規則に従つた正常な時代であつた。正常な異
体文化の新鮮な血液の補充があり、美に対する追及もあり、時尚に突飛な奇想があつたと
述べている。
よつて、本研究では、これらの先行研究を参考にしつつ、『宋史』輿服志をもとに宋代の
月反飾制度の変化について研究していきたい。
なお、史料の字体は原文のまま使用し、筆者の考察などは常用漢字を使用している。ま
た、漢文史料の翻訳はすべて筆者が行つた。
第1章 諾巨1の服飾文化
第■節 公服について
公服とは、皇帝や百官が朝廷での公務のときに着る服で―ある。それぞれ位により身に付
ける服は異なつ.ていた。まず初めに、宋代の官職について説明して
'お
きたい。
俵中の「状Jは「従Jである。)
宋代の中央政府は、皇帝の下に三師、三公が存在す
る。三師、三公は常設の職ではなく―、特に定められた
実務もなかつた。そして、その下に尚書省と中書門下
省がある。尚書省は、中書門下省の審査を通つた法案
|を行蘭 ‐ヒするところである.。 中書門下省は、法案.を作
成し、審査する立法機関である。尚書省の下には左右穣|
R あヽ―り、その下に六部‐が存在する。左右僕射は尚書
省の長官であり、宰相のこ―とであ―る。中書F]下省
―の下
には中書令(中書省の長官)と―門下侍中佃1下省の長m
があり、その下に給事中t中書舎人、諌議大大、起居
郎、可諫がある。
表1 中央政府の職膚表
出典:日中民族科学研究所『中国歴代ml国 書
刊行会、1980年
(品については、徐師中『歴代官制兵制科挙制常識』爾
雅社、1977年より記載した。)
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また、中央政府には皇帝の諮問
機関である枢密院や中央政府の行
政の観察機関である御史台、宮中
における図書一般の管理をする秘
書省、皇帝の衣食住を管理する殿
中省が存在する。枢密院には長官
の知枢密院事があり、副使の同知
枢密院事、察書枢密院事、同知命
書枢密院事がある。御史台には長
官の御史大夫、次官の御史中丞、
その下に台院、殿院、察院があり、
それぞれ下に侍御史、殿中侍御史、
観察御史が存在する。そして、秘
書省には長官の秘書監、次官の秘
書少卿、秘書郎、校書郎、正字が
ある。殿中省には長官の殿中丞が
存在する。
表2 枢密院・御史台・秘書省・殿中省
出典 :日中民族科学研究所『中国歴代職官辞典』国書刊行会、1980年
(品については、徐師中『歴代官制兵制科挙制常識』爾雅社、1977年より記載した。
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表3 六部
出典 :日中民族科学研究所『中国歴代職官辞典』国書干J行会、1980年
(品については、徐師中『歴代官制兵制科挙制常識』爾雅社、1977年より記載した。)
尚書省の下には六部がある。官僚の人事を司る吏部、財政と地方行政を司る戸部、ネL制(教
育、倫理)を司る礼部、軍事を司る兵部、司法と警察を司る刑部、公共工事を司る工部の六
つである。それぞれその下に大臣の尚書、次官の侍郎が存在し、その下に様々な司がいる。
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表4 九寺、五監
出典 :日中民族科学研究所『中国歴代職官辞典』国書刊行会、1980年
(品については、徐師中『歴代官制兵制科挙制常識』爾雅社、1977年より記載した。)
九寺とは、中央政府の事務執行機関として存在した九つの部局である。祭祀と儀礼を管
掌する官庁である太常寺、宮中の諸事を司る官庁の光禄寺、宮廷の武器の管理と宮廷の警
備を行う官庁の衛尉寺、皇帝の宗室に関わる事務を統括する官庁の宗正寺、国家の車・馬
などを管掌する官庁の太僕寺、法務機関の大理寺、外国使節の応接、対応を司る官庁の鴻
臆寺、国庫に収める穀物・貨幣などの管理を行う官庁の司農寺、財貨と交易のことを司る
官庁の太府寺が存在する。そして、それぞれの下には長官の卿、次官の少J印がある。
五監とは、中央政府の事務執行機関として存在した5つの部局のことである。儒学の普
及督学に務めるために設けられた官庁の国子監、職工に関する庶務を司る官庁の少府監、
武具の製造と修理を司る官庁の軍器監、土木工作に関する庶務を司る官庁の将作監、河り||。
港湾・堤防・運河など水利事業に関わる一切を司る官庁の都水監がある。そして、国子監
の下には主管官の祭酒、その下に次官の司業がいて、丞がいる。他の監の下には、長官の
監、次官の少監、丞、主簿が存在する。
地方政府には、路(唐代は道)、 府・州に分
かれている。そこから路の下には師司がいて、
その下に漕司、憲司、倉司がいる。そして、
漕司の下には転運使、副使、憲司の下に提刑
按察使、倉司の下に提挙常平倉が存在する。
また、府の下には知府事がいる。州の下には
長官の知州事、知県事がいる。そして、知州
事の下には次官の別駕、長史、司馬、録事参
軍、録事がいる。知県事の下には、丞、主簿、
尉、録事、司戸、司法が存在する。
表5 地方政府
出典 :日中民族科学研究所『中国歴代職官辞
典』国書干J行会、1980年
(品については、徐師中『歴代官制兵制科挙制
常識』爾雅社、1977年より記載した。)
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1.北宋時代
『宋史』巻 153輿服には、以下のように記されている。
①  公服。凡朝服謂之具服,公服徒省,今謂之常服。宋因唐制,三品以上服紫,五品以
上服朱,七品以上服緑,九品以上服青。其制,曲領大袖,下施横襴,東以革帯,僕頭 ,
烏皮樺。自王公至一命之士,通服之。2
(公服。朝服であり、これを具服という。公服は省に従い、今はこれを常服という。宋
は唐の制度により、三品以上は紫服を身に付け、五品以上は朱服を身に付け、七品以
上は緑服を身に付け、九品以上は青服を身に付ける。その制度では、丸首の大袖、下
は横補を施し、革帯を付け、僕頭、鳥皮樺を身に付ける。貴族から士までこれを着る。)
図1 宋高宗像
(『中国伝統服飾図鑑』李薇
東方出版社 2010年)
3月イヽか月に
((古今日常集成》橋圏)
図2 明代公服
(周『中国衣冠服飾大辞典』
出版社、1996年)
上海辞書
表6 <唐代品官服制筒表>『旧唐書・輿服志』『新唐書・車服志』
出典 :『歴代官制兵制科挙制常識』徐師中編 爾雅社出版 1977年第1版
②  太宗太平興國二年,詔朝官出知節鎮及轄運使、副,衣緋、緑者並借紫。知防禦、回
練、刺史州,衣緑者借緋,衣緋者借紫 ;其為通判、知軍監,止借わL其後,江淮嚢運
使同韓運,提鮎刑獄同知刺史州。奔熙初,郊祀慶成,始許升朝官服緋、緑二十年者,
叙賜緋、紫。3
(太宗太平興国二年〈977年〉、朝官で、節鎮4〔節度使の役所〕及び韓運使5〔産物を中
央に運ぶ官。地方の官僚の監察、刑獄なども兼務する。〕【表 5を参照】、副使 【表 5
を参照】を出仕し、緋、緑を着る者は、紫服を借りに着る。防禦使6〔大郡要害の地
に置いて軍事を治めさせ、刺史と兼務する。〕、国練使7〔節度使よりも重要度の低い
所で軍事を治めていた。朝廷に直属し、多くは観察使・防禦使を兼任。徒五品〕、刺
史 〔郡國を督察することを掌る。従五品〕8り11の担当になれば、緑服を着ている者は
借りに緋服を着、緋服を着ている者は借りに紫服を着る。その通判9〔り11の政治を監
官品 服色 帯 冠 魚 袋 笏 附 注
一品 紫 金玉帯十三鉾 象笏 三品以上服紫
一 口_―ロロ 紫 同一品 象笏
三 品 紫 同一品 三品以上
三梁冠
象笏
四品 深緋 金帯十一鉾 象笏
五品 浅緋 金帯十鉾 五品以上
両梁冠
京官五品以
上侃魚袋
象笏
六 品 深緑 銀帯九鋳 竹木笏
七 品 浅緑 同六品 竹木笏
?
?
?，
? 深青 鍮石帯九鋳 竹木笏
九品 浅青 同人品 九品以上
一梁冠
竹木笏
庶人 白 黄銅鉄帯七鋳
?
?
?
?
督する官。従人品〕が軍監になれば、緋服を着ることをやめる。その後、江淮発運使
は転運使と同じであり、提難刑獄は知刺史州と同じである。薙熙初〈984年〉、郊祀10〔天
子が郊外で天地を祀る祭。〕慶成H〔祭祀の祀の終わること。〕のとき、初めて朝官に
のぼり、わ卜、緑を着て二十年になる者は、位を上げて、わ卜、紫服を与えることを許す。)
③  真宗登極,京朝官亦聴叙 及東封、西祀赦書 京朝官並以十五年為限 後毎帝登極,
亦如例。景徳三年,詔内諸司使以下出入内庭,不得服喜衣,違者論其罪 ;内職亦許服
窄抱。2
(真宗登極〈997年〉、京朝官には位につくことを許し、東封、西祀の書Bを許し、京朝
官で十五年以上勤続している者に恩赦を与えた。後、帝極に上る毎に、員宗の時のよ
うにした。景徳三年〈1006年〉、内諸司使以下は官廷に出入りし、喜服を着ることがで
きず、違反者はその罪を処罰した。内職また窄抱を許す。)
④  仁宗景祐元年,詔軍使曾任通判者借緋,曾任知州者借紫。慶暦元年,龍固閣直學士
任布言 :「欲望自今贈官至正郎者,其菫像許服緋,至卿監許服紫。」従之。嘉祐三年,
詔三品韓運使朝辞上殿日[一],典賜章服 ;諸路韓運使候及十年,即興賜章服。14
(仁宗景祐元年〈1034年〉、軍使は嘗て通判に任命されていた者にお卜を与え、嘗て知州
(表5を参照)に任命されていた者には紫を与える。慶暦元年〈1041年〉、龍固閣15の直
学士である任布が言うには、「今から官を贈り、正郎になることを望む者までは、その
緋を着る肖像画を描くことを許す。卿監【表4を参照】までは、紫を着ることを許す。」
朝廷はこれに従う。嘉祐三年く1056年>、三品の韓運使 【表5を参照】が辞職する日、
共に章服を与える。韓運使を十年勤務すれば、章服を与える。)
⑤  神宗熙寧元年,中書門下奏 :「六品以上犯賊濫或私罪徒重者,不得因本品改章服。」
従之。元豊元年,去青不用,階官至四品服紫,至六品服緋,皆象笏、侃魚,九品以上
則服緑,笏以木。武臣、内侍皆服紫,不侃魚。俄版官及伎術若公人之人入品者,並聴
服緑。官應品而服色未易,典品未及而已易者,或以年格,或以特恩。五年,詔六曹尚
書依翰林學士例,六曹侍郎、給事中依直學士例,朝謝日不以行、守、試並賜服侃魚 ;
罷職除他官日,不帯行。“
(神宗熙寧元年〈1068年〉、中書門下が奏するに、「六品以上で議結17或は私罪徒重Bを
10
犯した者は、本品より章服に改めることはできない。」と。これに従う。元豊元年〈1078
年〉、人品九品を去って官職に就いていない人たちは、官位を上り四品になれば紫を着
ることができ、六品になれば緋を着ることができる。皆象笏、侃魚19〔唐代に五品以
上の官人がおびた魚形の袋〕を身に付け、九品以上は緑を身に付ける。笏は木を用い
る。武臣、内侍は皆紫を身に付け、魚袋は付けない。俄版官及び技術の官僚で品に入
つた者は、並びに緑を着ることを許す。官は品に応じて服色は変えず、品は変わらな
いが、服色は変わった者は、或は年齢と在職年数、或は特恩によるものである。五年
〈1082年〉、六曹尚書は翰林学士の例により、六曹侍郎、給事中20〔詔勅および上奏文
書を審査する〕【表 1を参照】は、直学士の例により、朝謝の日は行、守、試21でなけ
れば共に侃魚を許す。罷職22は他の官に新しく任命する日を除き、行を帯びない。[小
官が大官を兼ねるとき、服の色を変えない。])
表7〈宋代品官服制度表〉『宋史・輿服志』
出典 :『歴代官制兵制科挙制常識』徐師中編 爾雅社出版 1977年第 1版
品級 服色 冠 帯 儡魚袋 笏
一品 紫 七梁冠※ 玉帯 金魚袋 象笏
二品 紫 六梁冠 玉帯 金魚袋 象笏
三品 紫 五梁冠 玉帯 金魚袋 象笏
四品 紫 五梁冠 金帯 金魚袋 象笏
五品 :リト 五梁冠 金徐帯 銀魚袋 象笏
六品 つト 四梁冠 金徐帯 銀魚袋 象笏
七品 緑 三梁冠 黒銀及犀角 木笏
ノヽJL 緑 三梁冠 黒銀及犀角 木笏
九 品 緑 二梁冠 黒銀及犀角 木笏
庶人 喜、自 鉄角帯
?
?
⑥  徽宗重和元年 詔祀制局自冠服討論以聞 其見服靴 先改用履L祀制局奏 :「履有絢、
緯、純、秦,古者馬履各随裳之色,有赤為、自烏、黒罵。今履欲用黒が革為之,其絢、
結、純、泰並随服色用之,以倣古随裳色之意。」詔以明年正旦改用。祀制局又言 :「履
随其服色。武臣服色一等,営議差別。」詔文武官大夫以上具四飾,朝請郎、武功郎以
下去緯,並橋履 ;従義郎、宣教郎以下至特校、伎術官去結、純,並橋履。営時議者以
弊不営用之中國,賞康繹氏之漸云。23
(徽宗重和元年〈1118年〉、趙制局は冠服の討論をして皇帝に報告し、その服には幹24〔く
つ、かわぐつ〕を用いているが、履25を使うように改めよと詔した。祀制局は、「履に
お
'[糸
+意]27〔くっのへりに縫い込む飾り紐〕、は絢26〔くっの先に付いている飾り〕、=
純28〔ぃと〕、泰29〔くっの紐。また、くつの飾り〕が付いている。昔の使われていた
罵履30〔底を二重にしたよい履〕は、裳の色に従つて赤罵、自罵、黒罵があつた。今
の履は黒革を用いて作られており、その絢、=[糸十意]、純、纂は服色に従つて用い、
昔の裳の色に従つていた意に倣うべきである。」明年〈1119年〉の正旦に改める。祀制
局はまた、「履、その服色に従う。武臣の服色は同じであるので、区別するように議論
するべきである。」文武官大夫以上は、四飾 〔絢、=[糸+意]、 純、泰、〕を付け、朝
請郎31〔徒六品〕、武功郎以下は、=[糸+意]を付けず、履と称し、従義郎 〔徒人品〕、
宣教郎 〔徒六品〕以下から将校32、 技術官までは、=[糸+意]、 純を付けず、履と称
した。当時、議者は樺を中国では使わせず、徐々に繹氏 〔佛教〕を廃する傾向にあつ
た。)
図2韓
(http:〃image.search.yahoo.cojp/search?ei=UTF8&士=top_gal_sa&p=%E9%9E%BE#m
ode%3Ddetail%26index%3D293%26st%3Dll160
(固物名 国 罵
??
?
図4 罵
(『大漢和辞典』諸橋轍次
大修館書店 1963年)
宋代の初めの服飾制度は、唐代の制度に従つており、表 1の通りになつていた。また、
地方官になれば、一つ上の位の服を着ることができたことや、京朝官で十五年以上勤続し
ているものには恩赦が与えられたことがわかる。
北宋の第6代皇帝である神宗の時期に服飾制度が改定され、表2のようになったことが
⑤の史料から読み取ることができる。神宗は、政治を一新しようと積極的な意欲にあふれ
ていた皇帝であり、即位後は地方で政務実績のあった王安石を登用し、国家再建に乗り出
した。33王安石による改革は「政・官 。財・軍事」の仕組みを再編して朝廷を効率化し、
結果として賦税負担を軽減することでの国の発展を目標とするものであり、神宗もその王
安石の理念に同意し、全権を与えた。その中で官僚の服飾制度も大きく改められたのであ
る。34
また⑥の史料を見てみると、官職によつて履につける飾が異なつている。これは、身分
の差を明確にしようとしているのである。また、音の制度を取り戻そうという意志が見ら
れ、「程朱の理学」の考えがあつたことがわかる。さらに、「営時議者以梓不営用之中國,
賞康繹氏之漸云。」のところでは、「議者は樺を中国では使わせず、徐々に繹氏を廃する傾
向があつた」と書かれている。「繹氏」とは、「佛教」のことである。よつて、「樺」には「佛
教」の影響があったと考えられる。そしてそれを廃すると書かれていることから、宋代で
は、外から入つてきた異文化を廃そうとしていたのではないかと考えられる。また、唐の
時代に流行つていた北方民族の胡服の影響35もあり、宋徽宗重和元年(1118年)に廃して、
漢民族の伝統的な履に戻したものではないかと考える。
図3履
(『中国衣冠服飾大辞典』
上海辞書出版社 1996年)
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2.南宋時代
『宋史』巻153 輿服には、以下のように記されている。
①  中興,傷元豊之制,四品以上紫,六品以上緋,九品以上緑。服緋、紫者必侃魚,謂
之章服。非官至本品,不以俄人。若官卑而職高,則特許者有三 :自庶官遷六部侍郎,
自庶官為待制,或出奉使者是也。又有以年勢而賜者,有品未及而借者。升朝官服緑,
大夫以上服緋,在事至今日以前及二十年歴任無過者,許磨勘改授章服,此賜者也。或
為通判者,許借緋 ;為知州、監司者,許借紫 ;任蒲還朝 ;例服本品,此借者也。又有
出於恩賜者焉。紹興十二年九月,以皇太后回璽,詔承務郎以上服緋、緑,在事至今日
以前十七年者,並改韓服色。36
(南宋時代になると、元豊の制度に従い、四品以上は紫、六品以上は緋、九品以上は緑
を着る。緋、紫を着る者は必ず侃魚を付け、これを章服という。官位が元来の品位に
至らなければ上位の服を着ることを許さない。もし、官位が低く官職が高ければ、特
許者は三つの場合、[上の位の服を着ることを許す。]庶官37〔諸々のつかさ〕から六
部侍郎38〔中書 。門下両省の実質上の長官。徒三品〕【表3を参照】に遷る者、庶官か
ら待制39〔文官六品以上の輪番で待制して顧間に備わるもの〕になる者、或は地方に
任ぜられる者は上の位の服を着ることができる。また、年労40によつて与えられる者
や、まだ官僚になっていないが上の位の服を着る者もいた。朝官41〔朝廷に仕える役
人〕になれば、緑の月反を着、大夫以上は緋の服を着る。官職に就き、現在に至るまで
二十年に及び、歴任に過ちがない者は、成績を考査し改めて章服を授けることを許し、
これに上位の仮の服を与える。或は、通判となる者は、一つ上のお卜を着ることを許し、
知州42〔り11の長官〕【表5を参照】、監司43となる者は、一つ上の紫を着ることが許され
る。任期満了で朝廷に帰ってきたら、元々の品位の服を着るため、これは借りの服で
ある。また、恩恵で与えられる者もいた。紹興十二年〈1142年〉九月、皇太后が都に帰
つてくると、承務郎44〔徒人品〕以上は緋、緑の服を着、官職に就き、現在に至るま
で十七年になる者は、一つ上の位の月長を着ることができる。)
②  三十二年六月,孝宗即位,詔承務郎以上服緋、緑及十五年者,並許改韓服色。然計
年之法 亦不軽説 無出身人自年二十出官服緑日起理 月艮緋人亦自年二十服緋日起理,
有出身人自賜出身日起理 ;内並除裕丁憂年、月、日不理外,歴任無過者方許亀 先是,
殿中侍御史張震奏 :「今日之弊 在於人有臨 能革其俗 然後天下可汽 且改韓服色,
常赦自升朝官以上服緑,大夫以上服緋,在事及二十年,方得改賜。今赦日承務郎以上
服緋、緑及十五年,便興改韓。比之常赦,不惟年限已減,而又官品相縄,蓋已為異恩
14
実。今霜聞省、部欲自補官日便理歳月,即是嬰核授命,年綾十五者今遂服緋 ;而貴近
之子,或初年賜潮L年綾及冠者今遂賜紫し朱、紫紛紛,不亦濫乎?況靖康、建炎恩赦 ,
亦不曾以補官日為始。若始於出官之日,頗為折衷,蓋比之在事所減已多,而比之初補
粗為有節。」帝徒其言,故有是命。45
(紹興三十二年〈1162年〉六月、孝宗46が即位し、承務郎以上は緋、緑の服を着、官職
に就いて十五年になる者は、服色を改めることができる。しかし、在職年数を計算す
る法では、簡単に服色を変えることを許さないとした。官僚になっていない人、年二
十にして官僚になり緑の服を着た日から計算する。″卜の服を着る人、年二十にしておト
を着た日から計算し、官僚である人は、官僚になつた日から計算する。ともに、父母
の喪で休職した年月日は計算しない。また勤めている間で、過ちを犯していない者は、
服色を変えることを許す。これに先立ち、殿中侍御史47〔官僚の不正を取り締まる役〕
【表2を参照】の張震が言うには、「今日の弊害は、人には饒倖48が存在する。その風
俗を改めることができれば、後に天下は治まるでしょう。且つ服色を改め、常赦では、
升朝官以上は緑の服を着、大夫以上はわ卜の服を着てから、官職に就いて二十年になれ
ば、改めて恩賜をもらうことができるでしょう。今赦は、承務郎以上はわ卜、緑の服を
着てから十五年になれば、上の位の服に変えることができる。これを常赦と比べると、
年限を減らされるだけでなく、官品を幅広く設定され、常赦とは全く異なるやり方で
ある。今密かに二省六部が報告するに、補官49の日から何年経つたかを考えている。
子どもが産まれ、十五歳になれば緋の服を着、貴族や近臣の子どもは、或は産まれた
年に緋を与えられ、その子どもが二十歳になれば紫の服を与えられる。朱と紫は入り
混じつて乱れ、それが広まつている。靖康50〔宋、欽宗の年号。〈1126～1127年〉〕、
建炎譴 〔南宋、高宗の年号。〈1127～1130年〉〕の恩赦52〔天子の特赦をいう〕は、補
官の日から計算しなかった。もし出官53の日から始めると、はなはだ折衷的であり、
これを在職年限と比べると減少しているところが多く、これを最初の補官の日から計
算することと比べると、節度がある。」皇帝はその助言に従い、よつてこの命令をした。)
③  又有出於特賜者,雄直臣則賜之,動循吏則賜之,廣孝治則賜之,優老臣則賜之,此
皆非常制焉。内品未至而賜服及借者,並於衡内帯賜及借。54
(また、特別な恩賜がでることがある。直臣を表彰すれば、すなわち仮の上位の服が与
えられ、循吏55を激励すれば、仮の上位の服を与えられる。考治を広めれば、これを
与えられ、老臣を優遇すれば、仮の上位の服を与えられる。これらは皆特別な恩賜で
ある。その内、品が至っていないにも関わらず、一つ上の位の服や借りの服を与えら
れている者は、品は元のままで官職の範囲内で服や借りの服を許す。)
15
南末時代も北宋時代にできた官服制度に従つた。ここでは、普通、官位は元来の品位に
ならなければ上位の服を着ることができないが、百官から徒三品の六部侍郎になる者、百
官から六品以上の待制になる者、地方に任ぜられる者は上の服を着ることができると定め
られた。また、官職に就いて二十年になり、歴任に過ちがない者には、成績を考査し改め
て章服を授けること許される。また、通判となる者は一つ上の移卜を着ることし、地方官で
ある知州、監司となる者は、一つ上の紫の服を着ることができた。やはり、南宋時代でも
地方官には特別な恩赦を与えていたということがわかる。また②の史料では、官僚の在職
年数の計算法をきちんと見直そうとしていることが読み取れ、南宋時代では制度の引き締
めが行われていたと考えられる。
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第2節 撲頭について
僕頭は、宋人の被り物として広く用いられていた。ただし、唐の人がよく用いた被り物、
僕頭は宋のときはすでにいろいろな硬い角のあるものに発展していつた。
『宋史』巻153輿服には以下のように記されている。
僕頭。一名折上巾,起自後周,然止以軟畠垂脚,隋始以桐木為之,唐始以羅代給。
惟帝服則脚上曲,人臣下垂。五代漸愛平直。國朝之制,君臣通服平脚,乗輿或服上曲
焉。其初以藤織草巾子為裏,紗為表,而塗以漆:後惟以漆為堅,去其藤裏,前為一折,
平施雨脚,以鐵為之。56
(僕頭。折上巾とも言い、後周から始まり、柔らかい絹でできており、垂脚していた。
隋代に桐木で作られるようになつてから始まり、唐代に初めて薄絹を用いられるよう
になった。帝服では脚は上曲し、家臣は下垂している。五代になると平直に変化した。
宋代の制では、君臣は共通して平脚した僕頭を被り、輿に乗るときは上曲したものを
被る。その初め、藤で草巾子を織りこれを裏とし、表を絹にし、漆を塗った。後にた
だ漆は堅で固めたので、裏の藤をなくした。前を一折とし平らな脚を両側に施し、鐵
を用いた。)
平式僕頭 結式僕頭  軟脚僕頭    園項直角僕頭
図4 撲頭 (http7んaike.baidu.com/view/71457.htm)
りIF代は、:ユ帝は脚が上曲している帳頭を被り、家臣は下垂している僕頭を被つていたが、
[代になれば平直に変わった。宋代では、君臣は平脚 した峡頭(直脚)を被り、車に乗ると
きはL曲した帳頭を被るように定められた。また、君臣が被る直脚の角の長さはよく変わ
つた。図5のように両側の角が非常に長いのは、宋代の典型的な被り物で、それで「吏員
たちが朝廷に出仕し、勤務につく時ひそひそ話をするのを防ぐことができる」という説が
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あるが、一概には信じられない。ただ、
とはできる。南宋では結婚の三日前に、
がぁった。57
それを宋代の服飾を見分ける一つの型とみなすこ
新婦の家族が新郎の家族に褐色の撲頭を贈る習慣
図5 直脚を被る北宋初代皇帝の趙匡胤
(『中国人の生活と文化』朱恵良 株式会社二玄社 1994年)
18
第3節 帯について
宋代の官僚は帯を付けており、位によつて付ける帯が異なっていた。
『宋史』巻153 輿服には、以下のように記されている。
①  帯。古惟用革, 自曹魏而下,始有金、銀、銅之飾。宋制尤詳,有玉、有金、有銀、
有犀,其下銅、鐵、角、石、墨玉之類,各有等差。玉帯不許施於公服。犀非品官、通
犀非特旨皆禁。銅、鐵、角、石、墨玉之類,民庶及郡縣吏、伎術等人,皆得服之。58
(帯。昔はただ革を用い、曹魏以降に金、銀、銅の飾りができた。宋の制はとりわけ種
類が多い。玉、金、銀、犀角があり、その下に銅、鐵、角、石、墨玉59〔帯の飾や器
物を作る黒色の玉〕の類がある。それぞれ官によつて異なる。玉帯は公服に用いるこ
とはできない。犀角は品官でなければ用いず、通犀は特旨の場合は用いられるがその
他は禁止する。銅、鐵、角、石、墨玉の類は庶民及び郡縣吏、技術などの人が用いる
ことができる。)
②  其制有金毬路、蒻支、師轡、海捷、費蔵,防国二十五雨 ;蒻支自二十五雨至七雨,
有四等 ;師轡二十五雨 ;海捷十五雨 ;費蔵二十雨。惟毬路方回跨,餘悉方跨。蒻支或
為御仙花60,東帯亦同。]金塗天王、人仙、犀牛、費瓶、蒻支、師轡、海捷、雙鹿、行
虎、窪面。[天王、人仙二十五雨 ;犀牛、費瓶自二十五雨至十五雨,有二等 ;蒻支自二
十雨至十雨,有二等;師轡自二十雨至十人雨,有二等;海捷自十五雨至十雨,有二等 ;
雙鹿自二十雨至四雨,有九等 ;行虎七雨 ;窪面白十五雨至十二雨,有二等。]束帯則有
金蒻支、師轡、戯童、海捷、犀牛、胡委、鳳子、費相花[三],[蒻支自二十五雨至十五
雨,有二等 ;師轡、戯童二十五雨;海捷自二十雨至十雨,有二等 ;犀牛二十雨 ;鳳子、
費相花十五配 ]金塗犀へ 雙慮 野馬、胡魂 [犀牛、野馬十五雨;雙鹿自二十雨[四],
有二等 ;胡委自十五雨至十雨,有二等。]犀有上等、次等,以枯特為別。出幹南者,在
南海之下。61
(その制には、金毬路、競支、師轡62、 海曜 、費蔵がある。[方回二十五両、蒻支二十
五両から七両まで四等ある。師轡二十五両、海捷十五両、費蔵二十両である。ただ毬
路方回跨63でぁるが、他は悉く方跨である。蒻支は御仙花でできていて、東帯も同じ
である。]金塗天王、人仙、犀牛、費瓶、蒻支、師轡、海捷、雙鹿、行虎、窪面。[天
王、人仙は二十五両であり、犀牛、費瓶は二十五両から十五両まで二等ある。蒻支は
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二十両から十両まで二等ある。師曇は二十両から十人両まで二等ある。海捷は十五両
から十両まで二等ある。雙鹿は二十両から四両まで九等ある。行虎は七両、窪面は十
五両から十二両まで二等ある。]束帯は金蒻支、師轡、戯童、海捷、犀牛、胡委、鳳
子、費相花がある。[蒻支は二十五両から十五両まで二等ある。師轡、戯童は二十五両、
海捷は二十両から十両まで二等ある。犀牛は二十両、鳳子、費相花は十五両。]金塗
犀牛、雙鹿、野馬、胡委。[犀牛、野馬は十五両、雙鹿は二十両から二等ある。胡委は
十五両から十両まで二等ある。]犀は上等、次等があり、枯特で区別した。幹南 〔貴
州省南部〕より出で、南海 〔広東省〕の下で産す。)
③  太宗太平國興七年正月,翰林學士承旨李防等奏日 :「奉詔詳定車服制度,請徒三品以
上月艮玉帯,四品以上服金帯,以下升朝官、雖未升朝已賜紫緋、内職諸軍特校,並服紅
軽金塗銀排方。雖升朝著緑者,公服上不得繋銀帯,餘官服黒銀方回跨及犀角帯。貢士
及膏吏、工商、庶人服鐵角札 恩賜者不用此制:蒻支帯本是内出以賜将相,在於庶僚,
豊合僣服?望非恩賜者,官至三品乃得服之。」景徳三年,詔通犀、金、玉帯,除官品
合服及恩賜外,餘人不得服用。大中祥符五年,詔日 :「方回金帯,優寵輔臣,今文武庶
官及伎術之流,率以金銀放数,甚素葬制。自今除恩賜外,悉禁之。」端供中,詔作瑞
草地毬路文方国跨帯,副以金魚,賜中書、橿密院文臣。64
(太宗太平國興七年〈982年〉正月、翰林学±65〔詔勅の起草などを行う官〕承旨李防等
が言うには、「詔を奉つて車服の制度を詳しく定め、三品以上は玉帯を身に付け、四品
以上は金帯を身に付け、升朝官 〔皇帝に謁見できる官僚〕で、まだ皇帝にお会いして
いなくてもすでに紫、緋の服を与えられる者、内職諸軍の将校はともに、経理
｀
[革+口
+壬]66〔祀服に用いる赤い革の帯〕、金めっきの銀で四角い金具が付いた帯を身に付
ける。朝廷に行つて皇帝にお会いしていても、緑の服を着ている者は公服に銀帯を付
けず、他の官は黒銀方回跨及び犀角帯67を身に付ける。貢±68〔諸侯が才学ある人物と
して中央へ推薦 した者〕及び骨吏69〔地位の低い役人〕、工商、庶人は鐵角帯を付け、
恩賜の者はこの制度を用いない。蒻支帯は元々将相に与えられ、庶僚に於いても与え
られているが、どうして服装の違反に当たろうか。いや、当たらない。望むに恩賜を
与えられない者が三品以上になれば蒻支帯を身に付けることができるようにして頂き
たい。」景徳三年〈1006年〉、通犀 0金・玉帯、官品通りの服を着るもの及び恩賜のも
のを除くほか、他の人は身に付けることができない。大中祥符五年〈1012年〉、詔して
言うに、「方回金帯は輔臣を優寵70するものであり、今文武の官僚及び技術の人たちは、
金銀を使つて真似をし、守るべき制度を乱している。今から恩賜の場合を除いてこれ
を禁止する。」端洪中〈988～989年〉、珍しい草の柄に珠の文様がある方回跨帯を作り、
金魚袋71を、中書、枢密院文臣に与える。)
④  仁宗慶暦八年:彰信軍節度使兼侍中李用和言 :「伏見張者授兼侍中日,特賜笏頭金帯
以為榮異,欲望正謝日,準例特賜。」詔如者例。72
(仁宗慶暦八年〈1048年〉、彰信軍節度使73と侍中を兼任している李用和が言 うに、「見
てみると、張者が侍中兼任を授かった日、特に笏頭金帯を賜つたことにより名誉とし
た。感謝を表す日にあたっては、従来の規定に従つて与えられることを望みます。」と。
詔するに、張者の仕方に従えと。)
⑤  神宗熙寧六年,熙河路奏捷,宰臣王安石率早臣賀紫農殿74,神宗解所服白玉帯賜之。
人年,岐王頴、嘉王頼言 :「蒙賜方園玉帯,著為朝儀,乞費蔵干家,不敢服用。」神宗
不許,命工別琢玉帯以賜之。頴等固辞,不聴 ;請カロ侃金魚以別嫌,詔以玉魚賜之。親
王侃玉魚自此始。宗旦、宗詔皆以使相遇郊恩告謝,特賜毬文方園金帯、侃魚, 自是宗
室節度帯同平章事者,著為例。宣徽使張方平、郭達lI]、王供辰皆嘗特賜b元豊五年,
詔 :「三師、三公、宰相、執政官、開府儀同三司、節度使嘗任宰相者、観文殿大學士己
上,金毬文方園帯,侃魚。観文殿學士至費文閣直學士、節度使、御史大夫、中丞、六
曹尚書、侍郎、散騎常侍御仙花帯,内御史大夫、六曹尚書、翰林學士以上及資政殿學
士特班翰林學士上者,例侃魚。」六年,詔:「北使経過庭,守臣曾借朝議大夫者,令植
月反氣 不繋金視 其押賜御筵官例互化 先借朝議大夫者 貝口借中散大夫 並許繋金帯,
不侃魚。」哲宗元祐五年,詔:臣僚曾賜金帯後至不該繋者,在外許繋。75
(神宗熙寧六年〈1073年〉、熙河路が勝利を報告し、宰臣の王安石は、革臣を率いて紫
農殿で祝つた。神宗は付けていた自玉帯を脱ぎ、これを王安石に与えた。八年〈1075
年〉、岐王の最、嘉王の頼が言うに、「方国玉帯を与えられ、身に付けて朝儀に参加す
ることを許されたが、家に費蔵して身に付けないことをお許しください。」と。神宗は
許さず、工に命じて別の玉帯を作らせ、それを与えた。頴等は堅く辞退したが許され
なかった。金魚を付け加え、これで特恩ではないようにしてもらいたいとお願いし、
金魚、玉帯を与えられた。親王が金魚と玉帯を身に付けるようになったのはこれから
である。宗旦、票争は皆使相により大きな恩を受け、謝辞を述べ、毬文方国金帯、侃
魚を特に与えられ、これより宗室 。節度で、平章事76〔唐・宋の宰相の職〕を兼任す
る者を例として規定とする。宣徽使の張方平、郭逸、王供辰は皆かつて特賜された。
元豊五年〈1082年〉、詔して、「三師77〔正一品〕【表 1を参照】、三公 【表 1を参照】、
宰相78〔天子を補佐して役人を統率し政治を行う人〕【表 1を参照】、執政官79〔政治を
執り行う官吏〕、開府儀同三司80〔従_品〕、節度使でかつて宰相に任ぜられた者、観
文殿大学±81〔出入侍徒して顧間に備わるもの〕以上は、金毬文方回帯、侃魚を与え
られた。観文殿大学士から費文閣直学士、節度使、御史大夫 【表2を参照】、中丞 【表
?
?
2を参照】、六曹尚書 【表3を参照】、侍郎 【表3を参照】、散騎常侍までは御仙花帯を
与えられ、その内、御史大夫、六曹尚書、輸林学士以上及び資政殿学士の特班翰林学
士以上の者は、侃魚も与えられた。」六年〈1083年〉、詔するに、「北からの使者が経過
するところで、守臣でかつて臨時で朝議大夫という地位に就いていた者は、紫を確服
し金帯は付けさせない。御筵を与えられた官は、臨時に服を変えることができる。先
に朝議大夫の帯を借 りた者は、中散大夫82〔徒五品〕の帯を借 りにつけた者には金帯
は許したが、侃魚は許さなかった。」哲宗元祐五年〈1090年〉、臣僚はかつて金帯を与
えられ官廷内で付けていたが、後に付けられなくなった。しかし、宮廷外では付ける
ことを許された。)
⑥  徽宗崇寧二年 詔 :六尚局奉御,今後許服金視 四年ヽ 中書省検會哲宗元符儀制令 :
「諸帯,三師、三公、宰相、執政官、使相、節度使、観文殿大學士毬文,侃魚。節度
使非曾任宰相即御仙花,侃魚。観文殿學士至費文閣直學士、御史大夫、中丞、六曹尚
書、侍郎、散騎常侍並御仙花,植侍郎不同 ;内御史大夫、六曹尚書、観文殿學士至翰
林學士例侃魚,資政殿學士特旨班在翰林學士上者同,植尚書不同。其官職未至而特賜
者,不拘此令。因任職事官経賜金帯者,雖後任不該賜,亦許服。」看詳 :若橋因任六
曹侍郎経賜帯,後除知開封府之類,既非職事官,又非在外,皆不許繋,似非元立法之
意。蓋立文該奉未壺,其特賜者既不縁官職,自無時不許繋外 ;因任職事官賜金帯,後
任不該者亦許服,即在外興在京非職事官,皆可用。詔申明行下。大観二年,詔中書舎
人、諌議大夫、待制、殿中少監許繋紅軽犀帯,不侃魚。83
(徽宗嵩寧二年〈1103年〉の詔により、六尚局の長官は、今後金帯を身に付けることを
許した。四年〈1105年〉、中書省は哲宗の元符儀制令を照会した。「それぞれの帯は、
三師 【表1を参照】、三公 【表 1を参照】、宰相 【表 1を参照】、執政官、使相84、節度
使、観文殿大学士は毬文、侃魚を付ける。節度使でかつて宰相に任ぜられなかつた者
は御仙花、侃魚を付ける。観文殿学士から費文閣直学士、御史大夫 【表 2を参照】、
中丞 【表2を参照】、六曹尚書 【表3を参照】、侍郎 【表3を参照】、散騎常侍までは
御仙花を付けるが、櫂侍郎は御仙花を付けてはいけない。その内、御史大夫、六曹尚
書、観文殿学士から翰林学士までは侃魚を付け、資政殿学士で特旨班翰林学士以上の
者も侃魚を付ける。植尚書は侃魚を付けない。まだその官職になっていないが、特別
な恩賜をもらつた者はこの法令に従わなくてよい。職事官85〔実在の官職を執り掌る
官吏〕に任ぜられたことにより金帯を与えられた者は、次の職務で金帯を与えられな
くても身に付けることができる。」詳しく見ると、六曹侍郎に任ぜられることにより帯
を与えられ、後に知開封府の類に任ぜられ、職事官ではなく、また都城の外での勤務
でもない者は皆身に付けることを許さない。これは元々の立法の主旨に合つていない
ようである。思うに、服制の仕組みは十分に伝わつていない。特別な恩賜を受けた者
は官職に関係なく、外で身に付けることを許す。職事官に任ぜられることにより金帯
を与えられれば、次の官職で帯を付けることに該当していなくても身に付けることが
できる。即ち宮廷の外でも中でも職事官でなくても皆付けることができる。それを詔
して官界に伝えた。大観二年〈1108年〉、詔して中書舎人【表 1を参照】、諌議大夫86【表
1を参照】、待制、殿中少監87〔殿中省の長官〕は経][革+口+壬]犀帯を許し、侃魚
は許さなかつた。)
⑦  中興傷之,其等亦有玉、有金、有銀、有金塗銀、有犀、有通犀、有角。其制,毬文
者四方五国,御仙花者排方。凡金帯 :三公、左右丞相、三少、使相、執政官、観文殿
大學士、節度使毬文,侃魚:観文殿學士至華文閣直學士、御史大夫、中丞、六曹尚書、
侍郎、散騎常侍、開封ヂ、給事中並御仙花,内御史大夫、六曹尚書、観文殿學士至翰
林學士例侃魚;中書舎人 左右諫議大夫 龍国天章費文頴護徽猷敷文換章華文閣待制、
穫侍郎服紅軽排方黒犀帯,傷侃魚 ;櫂侍郎以上罷任不帯職者,亦許服之。88
(南宋では北宋の規定に従つた。その等級により玉、金、銀、金めっきの銀、犀、通犀、
角がある。その制により、毬文の者は方形を四つ、円形を五つ付け、御仙花の者は四
角のものを並べて付けた。金帯をつける者は、三公 【表 1を参照】、左右丞相 【表 1
を参照】、三少89〔少師、少博、少保をいう〕、使相、執政官、観文殿大学士、節度使
であり、毬文、侃魚を付ける。観文殿学士から華文閣直学士、御史大夫【表2を参照】、
中丞 【表2を参照】、六曹尚書 【表3を参照】、侍郎 【表3を参照】、散騎常侍、開封
ヂ、給事中 【表1を参照】までは御仙花を付け、その内、御史大夫、六曹尚書、観文
殿学士から翰林学士までは、侃魚を付ける。中書舎人 【表 1を参照】、左右諫議大夫
【表 1を参照】、龍固・天章0費文・頴護0徽猷・敷文。燥章・華文閣の待制、植侍
郎 【表3を参照】は雑理
｀
[革+口+壬]、 排方黒犀帯を付け、侃魚を身に付ける。植侍
郎以上で官職を辞め、職に就かない者もこれを身に付けることを許す。)
昔は帯には革を用いていたが、曹魏以降に金、銀、銅の飾りが付けられるようになつて
きた。宋代の制度では、玉、金、銀、犀角があり、その下に銅、鐵、角、石、墨玉などを
用いている。これらは官職によつて異なる。皇帝、皇太子は玉帯を付け、大臣は金帯を付
けていた。銅、鐵、角、石、墨玉などは庶民、技術官(天文師、医師、占い師など)などの
官僚でない人たちが身に付けていた。
特別な時は、皇帝から臣下に自玉帯を与えられた。⑤の史料では、「神宗熙寧六年<1073
年>、 熙河路が戦いに勝利したことを報告し、宰臣の王安石は、革臣を率いて紫農殿で祝
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った。神宗皇帝は身に付けていた白玉帯を王安石に与えた。」「熙寧八年<1075年>、 岐王
の頴、嘉王の額は方園玉帯を与えられた。」「元豊五年<1082年>、神宗は詔して、「三師 、
三公、宰相 、執政官 、開府儀同三司 、節度使はかつて宰相に任ぜられる者、観文殿大学
士以上は、金毬文方園帯、侃魚を与えられた。観文殿大学士から費文閣直学士、節度使、
御史大夫、中丞、六曹尚書、侍郎、散騎常侍までは御仙花帯を与えられ、その内、御史大
夫、六曹尚書、翰林学士以上及び資政殿学士の特班翰林学士以上の者は、侃魚も与えられ
た。」と書かれている。また、⑥の史料では身分によって与えられる帯が異なっていたとい
うことが細かく書かれている。これは南宋時代でも同じであり、身分によつて与えられる
帯が異なっていた。
これらの史料からわかることは、やはり身分の差を明確にしようとしていることである。
図6 玉帯 (吉林省扶餘西山屯遼金墓出土)
(『大唐王朝の華―都 。長安の女性たち 』兵庫県立歴史美術館著 朝日出版社 1996年)
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図7 白玉帯 (険西省考古研究所蔵)
(『大唐王朝の華―都 。長安の女性たち 』兵庫県立歴史美術館著 朝日出版社 1996年)
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第4節 魚袋について
『宋史』巻153 輿服には、以下のように記されている。
①  魚袋。其制自唐始,蓋以為符契也。其始日魚符,左一,右一b左者進内,右者随身,
刻官姓名,出入合之。因盛以袋,故日魚袋。宋因之,其制以金銀飾為魚形,公服則繋
於帯而垂於後,以明貴賤,非復如唐之符契也。90
(魚袋。その制は唐から始まり、符契91とされていた。初めは魚符と言い、左に一つ右
に一つ付けた。左のものは宮廷に入る時に用い、右のものは随身し、官名と姓名が亥1
まれており、宮廷に出入りするときはこれを合わせた。符契が盛んになってから袋を
使うようになり、これを魚袋というようになった。宋は唐の制に従い、その制では金
銀で飾り作り、魚形にした。公服では帯に付け、後に垂らし、身分の差を明らかにし、
唐の符契とは異なるものである。)
奮ヽ
|｀ |
図8 魚符 (『中国伝統服飾図鑑』李薇 東方出版社 2010年)
??
?
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②  太宗奔熙元年,南郊後,内出以賜近臣,由是内外升朝文武官皆侃魚。凡服紫者,飾
以金 ;服緋者,飾以銀。庭賜紫,則給金塗銀者 ;賜緋,亦有特給者。京官、幕職州縣
官賜緋紫者,亦侃。親王武官、内職持校皆不侃。真宗大中祥符六年,詔伎術官未升朝
賜緋、紫者,不得侃魚。92
(太宗薙熙元年〈984年〉、南郊で天を祀つた後近臣に与え、これより官廷の官と地方官
で升朝の文武官は皆侃魚を付けるようになった。紫の服を着る者は金を飾り、わ卜の服
を着る者は銀を飾る。朝廷が紫の服を与えれば、金めっきの銀の魚袋を与えられ、ツト
の服を与えれば、特別な魚袋を与えられる。京官、州縣の長官で緋、紫を与えられる
者は魚袋を付ける。親王武官、軍隊の将校は皆付けない。員宗大中祥符六年〈1013年〉、
技術官でまだ升朝できていない者で緋、紫の服を与えられた者は侃魚することができ
ない。)
③  仁宗天聖二年,翰林待詔、太子中舎同正王文度因勒碑賜紫章服,以奮侃銀魚,請侃
金魚 仁宗日 :「先朝不許伎術人軋侃魚,以別士類 不令混滝 宜御其説 」景祐三年,
詔殿中省尚薬奉御賜紫徐安仁,特許侃魚。至和元年,詔:中書提尉五房公事, 自今雖
無出身,亦聴侃魚。薔制, 自選人入為堂後官,韓至五房提粘,始得侃魚。提黙五房呂
惟和非選人入,援司天監五官正例求侃魚,特許之。93
(仁宗天聖二年〈1024年〉、翰林待詔94〔翰林院の官〕と太子中舎を兼任している王文
度は碑に刻んで紫の章服を与えられることにより、旧来は銀魚を身に付けていたが、
金魚を身に付けることを願つた。仁宗が言うには、「前の皇帝では、技術人は侃魚を身
に付けることを許されず、士類と別にして混清させなかった。その王文度の請求を却
下すべきである。」景祐三年く1036年〉、殿中省尚薬の長官で、紫の服を与えられた徐
安仁には、特に侃魚を付けることを許す。至和元年〈1054年〉、中書提尉五房の公事は、
今から官僚でなくても侃魚を付けることを許す。旧制では、官僚候補者から堂後官95
〔中書省給事の役人〕となり五房提尉になって初めて侃魚を与えられた。提尉五房の
呂惟和は官僚候補者ではなかったが官僚に入り、司天監五官正の例に準じて、侃魚を
求めたところ、特にこれを許した。)
④  神宗元豊二年 蒲宗孟除翰林學七 神宗日:「學士職清地近 非官官比 而官儀未寵,
自今~DD侃魚。」遂著為令。三年,詔:自今中書堂後官,並帯賜緋魚袋,餘依奮例。
徽宗政和元年,尚書兵部侍郎王詔奏 :「今監司、守、倅等,並許借服色而不許侃魚,即
是有服而無章,殆典吏無別。乞今後應借緋、紫臣僚,並許随服色侃魚,傷各許入衛,
候回日依奮服色。」徒之。中興,並傷奮制 96
(神宗元豊二年く1079年>、 蒲宗孟は翰林学士に就き、神宗が言うには、「学士は清職97
であり、皇帝に近いところに居るが、他の官と比べられず、官儀にまだ恵まれていな
い。今から侃魚を加えるべきである。」と。遂に制度となった。三年<1080年>、 今か
ら中書堂後官には緋の帯と魚袋を与え、他の官は旧制に従う。徽宗政和元年<1111年
>、 尚書兵部侍郎 【表3を参照】の王詔が言うには、「今、監司、守、倅等は臨時に服
色を借りることを許されるが、侃魚は許されない。これは月反の規定がなく、ほとんど
膏吏と変わらないものである。今後、緋、紫を臨時に身に付け臣僚となれば、その服
色に従い侃魚を付けることを許して頂きたい。そして各々官位に入ることを許して頂
き、地方から都に戻つてくれば旧の服色に従うことを願います。」と。これに従つた。
南末時代は、旧制に戻した。)
魚袋は、元々唐代に用いられていた魚符からできたものである。唐代では、宮廷に入る
ときの身分証明として使用されており、左右に一つずつ付けられていた。宋代は唐代の制
度を沿用したが意味は異なり、官位の区別を表すものになった。金や銀で作られ、紫衣に
金魚袋(三品以上)・潮卜衣に銀魚袋 (五品以上)という姿が高官の象徴とされ、位階相当で
使用された。公服のときは帯に付け、これで身分の差を明らかにしていた。太宗薙熙元年
〈984年〉に、宮廷の官僚、地方官で升朝の文武官は皆魚袋を身に付けるようになった。し
かし、親王武官や軍隊の将校は皆付けられなかった。
③の史料では、これまでは基本的に官僚でなければ魚袋は与えられず、官僚でない技術
官は魚袋を付けることができなかった。しかし、特例で与えられる者もいたと書かれてい
る。
また、④の史料から読み取れることは、地方官には魚袋を与えられなかったということ
である。これは、安史の乱のときのように節度使などの地方官が勢力を上げることを恐れ、
都に入つてこないようにしたのではないかと考えられる。
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図9 魚袋を付けている図
(『中国伝統服飾図鑑』李薇
年)
東方出版社 2010
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第5節 笏、樺、箸戴、重戴について
『宋史』巻153 輿服には、以下のように記されている。
1.笏
笏。唐制五品以上用象,上回下方 ;六品以下用竹、木,上挫下方。宋文散五品以上
用象,九品以上用木。武臣、内職並用象,千牛衣緑亦用象,廷賜緋、緑者給之。中興
同。98
(笏。唐の制では五品以上は象牙で作られ、上回下方 〔上が円形、下が方形〕である。
六品以下は竹や木で作られ、上挫下方 〔上が折れ、下が方形〕である。宋では分散五
品以上は象牙を用いられ、九品以上は本を用いられた。武臣、内職は象牙を用いられ、
千牛は緑の服を着、象牙の笏を用いられた。朝廷がつ卜、緑を与えた者は、象牙の笏も
与えられた。南宋時代も同じである。)
2.樺
樺。宋初沿奮制,朝履用樺。政和更定祀制,改樺用履。中興傷之。乾道七年,復改
用樺,以黒革為之,大抵参用履制,惟加拗焉。其飾亦有絢、結、純、秦,大夫以上具
四飾,朝請、武功郎以下去緯,徒義、宣教郎以下至持校、伎術官井去純:底用麻再重,
革一重L裏用素袖亀 高人寸:諸文武官通月長之,惟以四飾為男叱服緑者飾以線 月艮糊卜、
紫者飾亦如之,倣古随裳色之意。99
(樺。宋代初めは旧制に従い、朝履では樺を用いられた。政和く1111～118年〉に改め
て祀制を定め、樺を改めて履を用いた。南宋時代はこれに従つた。乾道七年〈1171年〉、
また樺を用いるように改めた。黒革で作り、大抵は履制を参考にし、輸ЮOを加えただ
けのものであった。飾りは、絢、=[糸+意]、 純、薬があつた。大夫以上は四飾を付
け、朝請、武功郎以下は=[糸+意]を去り、徒義、宣教郎以下、将校、技術官にいた
るものまでは純も去った。樺の底は麻を用いて二重にし、革を一重にした。裏は素袖
藍を用い、高さは人寸 〔約 24センチ〕である。諸文武官は皆これを履き、四飾で階
級を区分した。緑の服を着る者は緑の飾りを付け、わ卜、紫の服を着る者は同じ色の飾
りを付けた。昔の階級によって裳の色が異なるという意に従い倣つた。)
30
図10 官靴 (明王垢「三才図会」挿図)
(周『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社、1996年)
3.響戴
箸軋 僕頭箸花,謂之箸軋 中興,郊祀、明堂濃畢回量,臣僚及雇徒並箸花,
日亦如之。大羅花以紅、黄、銀紅三色,彙枝以雑色羅,大絹花以紅、銀紅二色。
以賜百官,彙枝,卿監以上有之 ;絹花以賜特校以下。太上雨官上壽畢,及聖節、
宴、及賜新進士聞喜宴,並如之。101
(智戴。僕頭の管花のことで、これを箸戴といつた。南宋時代、郊祀、明堂濃が終わり、
天子が官廷に帰るとき、臣僚や天子の側近は箸花を付け、恭謝の日もこれを付けた。
大羅花は紅、黄、銀紅の三色を用い、乗枝は雑色で連ねた。大絹花は紅、銀紅の二色
を用いた。羅花は百官に与えられ、乗枝は卿監 【表4を参照】以上に与えられ、絹花
は将校以下に与えられた。太上雨官の上壽102〔誕生日〕が終わり、聖節103〔皇帝の誕
生日〕、錫宴、新進士Ю4〔科挙に合格した者〕聞喜宴Ю5〔新たに進士となったもののた
めに、祀部の貢院で開かれる宴〕に管戴を与えられた。)
?
?
?
?
?
?
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4.重戴
重戴 唐士人多尚之,蓋古大裁帽之遺制,本野夫巖史之月比 以喜羅為之,方而垂簿,
紫裏,雨紫絲組為緩,垂而結之領下。所謂重戴者,蓋折上巾又加以帽焉。宋初,御史
菫皆重戴,餘官或戴或否。後新進士亦戴,至繹褐則止。太宗淳化二年,御史蔓言 :「奮
儀,二院御史在墓及出使,並重戴,事己久康。其御史出墓為省職及在京贅務者,請依
奮儀,違者罰俸一月。」徒之。又詔雨省及尚書省五品以上皆重戴,橿密三司使、副則
不。中興後,御史、雨制、知貢奉官、新進士上二人,許服之。106
(重戴。唐の士人は多くこれを尊び、音の大裁帽の遺制は、元々田舎の人や老人の服で
あつた。喜羅で作られており、四角く、垂簿している。裏を紫とし、二本の紫糸を組
んで紐とし、垂らしてこれを顎の下で結ぶ。重戴というものは、折上巾107に帽を加え
たものである。宋初めは、御史大夫 【表2を参照】は皆重戴を被り、他の官は被って
いる者もいれば被っていない者もいた。後に新進士も被り、官僚になると止めた。太
宗淳化二年〈991年〉、御史大夫が言うに、「旧の儀式では、二院御史の台にいる者及び
出使する者が重戴を被つていたが、これらの制度は長らく廃止されていました。その
御史の台を出て地方の職となり、中央の御史台 【表2を参照】で働く者は、旧の儀式
に従い、違反者は罰金一カ月にして頂きたい。」と。これに従つた。また詔により中書
門下省 【表1を参照】及び尚書省 【表 1を参照】五品以上は皆重戴を被り、枢密院【表
2を参照】、三司使、副使は被らないこととした。南宋後では、御史、雨制、知貢奉官、
新進士上位二人は重戴を被ることを許した。)
笏には、象牙や竹、本などでできたものがある。これも身分によって異なり、文散官六
品以上(紫、潮卜の服を着ている者)は象牙の笏を用い、九品以上(緑の月長を着ている者)は木
の笏を用いていた。南宋も同じであつた。
樺は、宋代初めは唐代の制度に従い、官僚は朝履で準を履いていた。後に履に改められ
た。しかし、南宋時代になれば再び樺を用いるようになった。大体は履の制度を用いられ
たが、黒革で作られ、弊に絨という筒を付け加えられた。装飾は絢、〓[糸+意]、 純、薬
の四つあり、官職によつて付ける装飾が異なった。やはり、ここでも身分の差を明確にし
ようとしていたことがわかる。
北宋時代に樺から履に改められたが、南宋時代にまた幹が用いられるようになった理由
については、史料④では明確に述べられていない。おそらく樺は、履よりも機能的に優れ
ていたのではないかと考える。史料の中で、「樺の底は麻を用いて二重にし、革を一重にす
る。」と書かれていることから、樺はかなり丈夫であることがわかる。また、準に軸を付け
たのは、寒さ対策などの理由があったのではないかと考える。
また、音の漢服制度を取り戻そうという「程朱の理学」の考えが見える。
箸戴は、峡頭に付ける箸のことである。これは、郊祀、明堂濃が終わり、皇帝が官廷に
帰ってくるときや、太上雨宮や皇帝の誕生日などの特別な時に付けるものだということが
わかった。
重戴は、折上巾に帽を加えたものである。裏地は紫で、二本の紫糸を組んだ紐を顎の下
で結んでいた。来初めには、御史大夫は皆重戴を被り、他の官は被っている者もいれば被
っていない者もいた。太宗淳化二年(991年)、 御史大夫が「旧の儀式では、二院御史の台
にいる者及び出使する者が重戴を被り、これらの制度は長らく廃止されていた。その御史
の台を出て地方の職となり、中央の御史台で働く者は、旧の儀式に従い、違反者は罰金一
カ月にして頂きたい。」と願い、この通りになつた。
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第6節 時服について
『宋史』巻153 輿服には、以下のように記されている。
時服。宋初因五代奮制,毎歳諸臣皆賜時服,然止賜特相、學士、禁軍大校。建隆三
年,太祖謂侍臣日 :「百官不賜,甚無謂也。」乃編賜之。歳遇端午、十月一日,文武革
臣絡校皆給焉。是歳十月,近臣、軍校増給錦槻抱,中書門下、枢密、宣徽院、節度使
及侍衛歩軍都虞候以上,皇親大将軍以上,天下柴量錦 ;三司使、學士、中丞、内客省
使、尉馬、留後、観察使,皇親特軍、諸司使、廂主以上,族四盤鵬細錦 ;三司副使、
宮観判官,黄師子大錦 ;防禦回練使、刺史、皇親諸司副使,翠毛細錦 ;植中丞、知開
封府、銀墓司、審刑院及待制以上,知検院鼓院、同三司副使、六統軍、金吾大将軍,
紅錦。諸班及諸軍特校,亦賜窄錦抱。有翠毛、宜男、雲鷹細錦,師子、練鵠、費照大
錦,費照中錦,凡七等。108
(時服。宋初は、五代の旧制に従い、毎年諸臣には皆時服が与えられていたが、将軍、
宰相 【表 1を参照】、学士、禁軍大校に限られるようになつた。建隆三年〈962年〉、太
祖が、侍臣に言うに、「すべての官僚に時服が与えられなければ、時服としての意味が
ない。」と。そこですべての官僚に与えられるようになった。毎年端午、十月一日の時
に、文武の群臣将校皆これを与えられた。この年の十月、近臣、軍校には錦槻抱Ю9を
増給され、中書門下 【表 1を参照】、枢密、宣徽院、節度使及び侍衛歩軍都虞候以上、
皇親大将軍以上には、天下楽量錦を与えられ、三司使lЮ 〔刑部尚書侍郎と御史中丞と
大理卿とを三司使という〕、学士、中丞、内客省使、尉馬、留後 〔正四品〕、観察使111〔諸
州を巡視して、政治の良否を観察する。正五品〕、皇親将軍、諸司使、廂主以上には、
族四盤鵬細錦を与えられ、三司副使、宮観判官には、黄師子大錦を与えられ、防禦国
練使、刺史、皇親諸司副使には、翠毛細錦を与えられ、植中丞、知開封府、銀墓司、
審刑院及び待制以上及び知検院鼓院、同三司副使、大統軍、金吾大将軍 〔徒三品〕に
は、紅錦を与えられた。諸班及び諸軍将校には、また窄錦抱を与えられた。翠毛1鯰、
宜男lB、雲鷹細錦、師子、練鵠、費照大錦、費照中錦のおよそ七等あつた。)
應給錦抱者,皆五事 ;[公服、錦寛抱,綾汗杉、袴,勒吊,丞郎、給舎、大卿監以上
不給錦抱者,加以黄綾繍抱L]大将軍、少卿監、郎中以上,福密諸房副承旨以上,諸
司使,皇親承制、崇班,皆四事 ;[無錦抱。]特軍至副率、知雑御史至大理正、入内都
知、内侍都知、皇親殿直以上,皆三事 ;[無袴。]通事舎人、承制、崇班、入内押班、
内侍副都知押班 内常侍、六尚奉御以下 京官充舘閣、宗正ま 刑法官者 皆二事 ;[無
勒畠,内職汗杉以綾,文臣以絹。]閤門祗候、内供奉官至殿直,京官編修、校勘,止給
公服。端午,亦給。應給錦抱者,汗杉以黄穀,別加繍抱肛、小扇。誕聖節所給,如時
服。[京師禁廂軍校、衛士、内諸司骨史、工巧人,並給服有差。H4]
(まさに錦抱l15を与えられるべき者は、皆五事とした。[公服、錦寛抱、綾汗杉、袴、
勒認 16でぁる。丞郎、給舎、大卿監以上で錦抱を与えられない者には、黄綾繍抱肱117を
加えた。]大将軍、少卿監、郎中 〔正六品〕以上、枢密諸房副承旨以上、諸司使、皇
親承制、嵩班 〔正人品〕には皆四事とした。[錦抱を無しとした。]将軍から副率に至
り、知雑御史から大理正に至り、入内都知、内侍都知、皇親殿直以上には、皆三事と
した。[袴を無しとした。]通事舎人、丞制、嵩班、入内押班、内侍副都知押班、内常
侍、六尚奉御以下、京官で館閣、宗正寺H8〔太常、光祓、衛尉などと同じく卿寺の一
つ〕【表 4を参照】、刑法官に当たる者には、皆二事とした。[勒畠を無しとし、内職
の汗杉は綾で作られ、文臣は絹で作られた。]閤門祗候、内供奉官から殿直までの者
で、京官の編修、校勘には、公服を与えられるだけである。端午になれば、また与え
られた。錦抱を与えられるべき者には、汗杉には黄穀が用いられ、別に繍抱胆、小扇
を加えた。皇帝の誕生日に与えられるものは、時服と同じようにした。[京師禁廂の軍
校、衛士、内諸司膏吏、工巧人には服は与えられたがそれぞれ差があつた。])
備 絶
(新壼民キ波墓出土)
11 錦抱
『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社、1996年)
?
?
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朝官、京官、内職出為外任通判、監押、巡検以上者,[大藩府監務者,亦或給之。]
毎歳十月時服,開費中,皆賜窄錦抱。太平興国以後,文官知制詰、武官上特軍、内職
諸司使以上 皆賜錦 [藩鎮観察使以上 天下楽量錦;尚書及歩軍都虞候以上及知益州、
井州,次量錦,皆五事。學士、丞郎,篠四盤鵬錦 ;刺史以上及知廣州,翠毛錦,皆三
件。待制以上、横班諸司使,翠毛錦 ;知代州,御仙花錦 ;諸司使領郡,宜男錦 ;諸司
使、雲鷹錦。尉馬,錦如丞郎,増至四事。益州鈴轄,錦徒本官,増綾袴。]朝官供奉官
以上,皆賜紫地喜花歓正。京官殿直以下,皆賜紫大綾。在外禁軍特校,亦賜窄錦抱 ,
次賜紫綾色絹。景徳元年,始詔河北、河東、険西三路韓運使、副,並給方勝練鵠錦。
校独徒官兼賜紫羅錦、旋襴、暖樺。lЮ
(朝官120〔_品以下の官吏で、朝廷に常参する者〕、京官21〔京師の地に在勤する役人〕、
内職で外任の通判、監押υ2〔諸州の兵馬の事を掌る〕、巡検23〔り11縣の甲兵の訓練、州
邑の巡羅、盗賊の檎捕、及び所在州縣守令の節制を聴く〕以上となった者、[大藩府の
監務の者には、また時服を与えられた。]毎年十月の時服は、開費年間〈968～976
年〉、皆窄錦抱を与えられた。太平興國〈976～984年〉以降、文官知制詰、武官上将
軍、内職諸司使以上には、皆錦を与えられた。[藩鎮の観察使以上は、天下楽量錦を与
られ、尚書及び歩軍都虞候以上及び知益州、知井州には、次量錦を与えられ、皆五事
とした。学士、丞郎には、族四盤鵬錦を与えられ、刺史以上及び知廣州には、翠毛錦
が与えられ、皆三事とした。待制以上、横班諸司使には、翠毛錦を与えられ、知代州
には御仙花錦、諸司使領郡には宜男錦、諸司使には雲鵬錦を与えられた。尉馬の錦は、
丞郎と同じようにし、増やして四事とした。益州の鈴轄124は、本官に従つて錦を与え、
綾袴を増やした。]朝官供奉官以上には、皆紫地喜花歌正を与えられた。京官殿直以
下には皆紫大綾を与えられた。在外の禁軍の将校には、また窄錦抱を与えられ、次官
には紫綾色の絹を与えられた。景徳元年〈1004年〉、初め詔して河北、河東、陳西の三
路の韓運使 【表5を参照】、副使 【表 5を参照】には、共に方勝練鵠錦を与えられた。
校猿の徒官には兼ねて紫羅錦、旋補、暖樺を与えられた。)
薙熙四年,令節度使給喜地金線盤雲鳳鹿胎旋襴,侍衛歩軍都虞候以上給喜地金線盤
花鴛鶯。25
(薙熙四年〈987年〉、節度使には喜地金線盤雲鳳鹿胎旋襴を与えられ、侍衛歩軍都虞候
以上には喜地金線盤花鴛驀126を与えられた。)
親王、宰相、使相生 日,並賜衣五事,錦繰百匹,金花銀器百雨,馬二匹,金塗銀鞍
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勒一。宰相、枢密使、参知政事、福密副使、宣徽使初舞、加恩中謝日,並賜衣五事,
金帯_[奮蒻支牝 淳化後,宰相、参知政芸 文臣任枢密副仇 改賜方圏跨毬路金帯,
加以金魚。]塗金銀鞍勤馬一。三司使、學士、御史中丞初拝中謝日,賜衣工事,蒻支金
帯一,塗金銀鞍勒馬一。文明學士以下,初賜金装犀帯,後改賜金帯。中書舎人,賜襲
衣、犀帯:宰相以下封御橿賜 ;極密直學士、中書舎人謝詑,中使押賜,再入謝千別殿。
中書舎人或告謝日已改賜章服,則罷中使押賜。127
(親王、宰相 【表 1を参照】、使相128の誕生日には、衣五事、錦繰百匹、金花銀器百雨
〔約3700グラム〕、馬二匹、金塗銀の鞍勒の一つを与えられた。宰相、枢密使、参知
政事、枢密副使、宣徽使の初拝、加恩中謝の日には、衣五事、金帯一つ、[昔は蒻支帯
であり、淳化〈990～994年〉以後、宰相、参知政事 〔正三品〕、文臣枢密副使に任命さ
れた者には、改めて方回跨毬路金帯、金魚袋を与えられた。]塗金銀の鞍勒馬一つを
与えられた。三司使、学士、御史中丞 【表2を参照】の初拝 。中謝の日には、衣五事、
蒻支金帯一つ、塗金銀の鞍勒馬一つを与えられた。文明学士以下には、初めて金装犀
帯を与えられ、後に改めて金帯を与えられた。中書舎 【表 1を参照】には襲衣、犀帯
を与えられた。宰相以下で封御橿賜のとき、枢密直学士、中書舎人の謝意を示すとき、
中使の謝意を示すとき、再び別殿に入つて感謝の意を示した。中書舎人或は謝意を告
げる日、改めて章服を与えられれば、中使押賜の儀式をやめた。)
⑥  郊祀祀畢,親王、宰相至龍固閣直學士、禁軍特校,各賜襲衣、金帯,[親王、中書門
下、幅密、宣徽、三司使、四廂都指揮使以上,加鞍勒馬一。其後宮観副使、天書扶侍
使,並同學士。]同中謝日。薙熙元年,雨省五品以下,御史蔓、尚書省四品以上,各賜
襲衣、犀帯、魚袋。其為五使,則皆賜金帯,例各加器幣。[文武行事官,各賜金畠。牧
伯在外者,遇大祀,不賜。大中祥符元年,詔節度、観察、防禦、国練使,刺史,因東
封為諸州部署鈴轄者,並特賜焉。]鯰9
(斥縫130〔天を祭ること〕の祀が終わり、親王、宰相 【表 1を参照】から龍固閣直学士、
禁軍将校に至るものまでには、各々襲衣、金帯を与えられた。[親王、中書門下 【表 1
を参照】、枢密 【表2を参照】、宣徽、三司使、四廂都指揮使以上には、鞍勒馬一つを
加えられた。その後宮観の副使、天書の扶侍使には、学士と同じとした。]中謝の日
と同じである。薙熙元年〈984年〉、雨省 【表 1を参照】五品以上、御史台 【表2を参
照】、尚書省 【表 2を参照】四品以上には、各々に襲衣、犀帯、魚袋を与えられた。
その五使Blとなれば、皆金帯を与えられ、各々器幣B2を加えられた。[文武行事官には、
各々金畠を与えられた。牧伯133〔州の長官〕在外の者には、大祀になっても与えられ
なかつた。大中祥符元年〈1008年〉、節度使、観察使、防禦使 〔正五品〕、回練使、刺
史で東封により勅命の州地方官になった場合には、特別に恩赦を与えられた。])
⑦  使相、節度使自鎮末朝入見日,賜衣工事,金帯,鞍馬 ;朝辞日,賜窄衣六事,金束
帯,鞍勒馬一,散馬二 ;節度使減散馬。為都部署者,別賜帯甲鞍勒馬一。観察使為都
部署、副都部署赴本任、知州,賜窄衣三事,金束帯,鞍勒馬。防禦回練使、刺史為部
署、鈴轄,賜窄衣三事,金束帯 ;赴本任,賜窄衣三事,塗金銀腰帯 ;為知州、都監,
賜窄衣三事,絹三十匹。諸司為鈴轄者,賜窄衣、金束帯。文武官内職出為知州軍、通
判、奎運、韓運使副、提監刑獄、都監、巡槍、砦主、軍使及任使繁要者,僕射賜窄衣
三事,絹五十匹 ;尚書、丞郎、學士、諫舎、待制、大卿監及統軍、上特軍、諸司使,
減絹二十匹 ;少卿監至五官正、大特軍至副率、諸司副使,減絹一十匹 ;中郎特、京官
内殿承制至借職、内常侍,減衣二事,又減絹一十匹。窄衣,起二月給紫羅杉 ;起十月
給紫欲正綿襖。[給公服者,軍爽亦然。]諸道衛内指揮使、都虞候入貢詳日,賜紫羅窄
杉,金塗銀帯。134
(使相、節度使には、藩鎮から朝廷に来て皇帝に謁見する日、衣五事、金帯、鞍馬を与
えられた。朝辞の日は、窄衣六事、金束帯、鞍勒馬一つ、散馬二つを与えられた。節
度使には、散馬を減らされた。都部署となる者には、別に帯甲の鞍勒馬一頭を与えら
れた。観察使で都部署135〔軍隊の屯成、防守、訓練、教閲、賞罰事務を掌る〕、副都部
署となり、本任、知州に赴く者には、窄衣三事、金束帯、鞍勒馬を与えられた。防禦
回練使、刺史、部署、鈴轄となる者には、窄衣三事、金束帯を与えられ、本任に赴く
者、窄衣三事、金塗銀の腰帯を与えられた。知州、都監B6〔州都監の屯駐・兵甲・訓
練・差使の事を掌る〕となる者には窄衣三事、絹三十匹を与えられた。諸司で鈴轄と
なる者には、窄衣、金束帯を与えられた。文武官内職から出て、知州軍、通判、発運、
転運使副 【表 5を参照】、提尉刑獄、都監、巡検、砦主、運使及び任使繁要となる者
に、僕射 【表 1を参照】には、窄衣三事、絹五十匹を与えられた。尚書、丞郎、学士、
諌舎、待制、大卿監及び統軍、上将軍、諸司使には、絹二十匹減らされた。少卿監か
ら五官正に至るまで及び大将軍から副率、諸司副使に至るまでには、絹一十匹減らし
た。中郎将、京官内殿承制から借職、内常侍に至る者までには、衣二事減らし、また
絹一十匹減らされた。窄衣は、二月に紫羅杉を与えられ、十月に紫歌正綿襖を与えら
れた。[公服を与えられる者は、一重の衣も同じように与えられた。]諸道街内指揮使、
都虞候の入貢辞の日には、紫羅窄杉、金塗銀帯を与えられた。)
時服というのは、朝廷から皇親以下の諸臣に毎年夏(端午)・冬(十月一日)の二季に賜つ
た衣服である。宋代の初めは、五代の旧制に従い、諸臣は毎年皆時服を与えられていたが、
将軍、宰相、学士、禁軍大校に限られるようになつた。建隆三年〈962年〉、太祖が侍臣に、
「すべての官僚に時服が与えられなければ、時服としての意味がない。」と言つたことによ
ってすべての官僚に与えられるようになった。与えられる時服は、官職の位によつて異な
つた。一番位が高い者は、工事(公服、錦寛抱、綾汗杉、袴、勒畠)を与えられた。そこか
ら、四事(錦抱を無し)、 三事(錦抱、袴は無し)、 二事(錦抱、袴、勒畠無し)と位別に与え
られた。
これら①～⑦の史料から読み取れることは、地方官の者には特別な恩赦を与えているこ
とである。③の史料を見ると、「藩鎮の観察使以上には、天下楽量錦を与られ、尚書及び歩
軍都虞候以上及び知益州、知井州には、次量錦を与えられ、皆五事とする。」と書かれてい
る。観察使は正五品であり、位は高くない。しかし、従一品や徒二品の中書門下、枢密 、
宣徽院、節度使に与えられていた天下楽量錦を与えられている。また、知益州、知井州に
は次量錦を与えられ、五事とした。益州と井州は、遼や西夏の国境付近に位置する。当時
は、遼と争っていたため、北の方の地方官には恩赦を与えていたと考えられる。また、知
広州に恩赦を与えたのは、南海貿易が広州で行われていたことが影響しているのではない
かと考えられる。唐代では、西アジアとの交流は、陸上交通によるものであったが、宋代
になると、金や遼、西夏などの北方民族が勢力を上げてきたことにより、交通が阻害され、
西方諸国との交流は陸から海に変わり、西アジア、東アジアとの交易は南海を媒介として
急速に発展したのである。これにより地方官を南海に派遣していたと考えられる。
⑥の史料からの「大中祥符元年(1008年)、 節度使、観察使、防禦使 、国練使、刺史で
東封により勅命の州地方官になった場合は、特別に恩赦を与えられる。」と書かれているこ
とからも読み取ることができる。
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第2章 士庶人の服飾文化
第 1節 北宋時代の士庶人の服飾
士人というのは、教育や地位のある人のことであり、
や科挙試験を目指している学生のことである。庶人は、
科挙試験にまだ合格していない人
一般庶民のことである。
『宋史』巻153輿服には、以下のように記されている。
①  士庶人車服之市L太宗太平興國七年, 詔日..「士庶之間,車服之制,至干喪葬,各
有等差。近年以来,頗成鍮僣。宜令翰林學士承旨李防詳定以聞。」防奏..「今後富商
大買乗馬,漆素鞍者勿禁。137
(士庶人の車服の制度。太宗太平興國七年〈982年〉、詔には「士人と庶人の間での車服
の制度は、喪葬において各々差がある。近年以来、庶人の方が士人の真似をしている。
翰林学士の李防に詳しく制度を定めさせ、皇帝に報告させるべきである。」と。李防は
次のように報告した。「今後、資力豊かな商人や大買は馬に乗ること、漆の素材ででき
た鞍を使用することを禁止する必要はない。)
ここで言われていることは、士庶の分を明確にすること、商人が馬に乗つたり漆の鞍
を使用することを禁止するということである。
②  近年品官緑抱及奉子白補下皆服紫色,亦請禁之。其私第便服,許紫喜衣、自抱。奮
制,庶人服白,今請流外官及貢畢人 庶人通許服巳 工嵐 庶人家乗槍子,或用四人、
人人,請禁断,聴乗車。,兜子,昇不得過二人。」並徒之。138
(近年、品官の緑抱及び士人の自補139〔士人の服〕の下には紫色の服を着ることを禁じ
てほしい。自分の家の便服は、紫と黒色の服と自抱を着ることを許す。古い制度では、
庶人の服は自かつたが、今は流外官及び貢奉人 〔科挙受験者のこと〕、庶人を通して黒
色の服を着ることを許していただきたい。工商、庶人が槍子MOに乗り、或は四人、人
人で担ぐことを禁じていただきたい。車に乗ることを許し、兜子を担ぐものは二人を
超してはいけない。」と。これに従った。)
ここでは、官僚が着る服と同じ色の服を着ることを禁止している。また、乗る籠の種類
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によつて人数を制限している。
③  端洪二年,詔縣鎮場務諸色公人井庶人、商頁、伎術、不係官伶人,只許服喜、自衣,
鐵、角帯,不得服紫。文武升朝官及諸司副使、禁軍指揮使、廂軍都虞候之家子弟,不
拘此限。撲頭巾子,自今高不過二寸五分。婦人似髪並宜禁断,傷不得作高普及高冠。
其鈴金、泥金、真珠装綴衣服,除命婦許服外,餘人並禁:至道元年,復許庶人服紫。141
(端洪2年〈989年〉、縣鎮場に務める人たち、公人並びに庶人、商頁、伎術で、官伶人
でないものは黒服、自衣、鐵、角帯は許すが、紫の服は許されない。文武の朝官及び
諸司副使、禁軍M2〔近衛の軍隊、皇帝を守る軍隊〕の指揮使、廂軍H3〔諸州の鎮兵〕、
都虞候の家子弟まではこの制限に含まれない。峡頭144巾子145の高さは、二寸五分 〔7.6
センチ〕を超してはいけない。婦人の似警 〔かつら〕も禁止する。よつて、高髪及び
高冠を作ることができない。その鈴金И6、 泥金И7、 真珠を綴つた衣服は、命婦M8〔符
号を受けた婦人〕以外は皆、禁じられている。至道元年〈995年〉、庶人は紫色の月艮を
着ることを許された。)
端供2年〈989年〉は、公人、庶人、商買、伎術までの人々は、紫の服を着ることを許さ
れなかった。また、峡頭巾子や高響、高冠の高さを制限する。婦人の椴書の禁止。鈴金、
泥金、真珠の衣服の制限。至道元年〈995年〉は、庶人は紫の服を許した。
④ 景祐元年,詔禁錦背、繍背、遍地密花透背采段,其稀花国集、斜案雑花不相連者非。149
(景祐元年〈1034年〉、錦でできた裏地、刺繍されている裏地、花の模様が施された透
明の裏地を禁止する。その珍しい花がまとまった花房や、斜集雑花は禁止する。)
錦でできた裏地、刺繍された裏地を禁止すると書かれている。
⑤ 二年,詔:市肇造作綾金為婦人首飾等物者禁。“0
(二年〈1035年〉、町の店では綾金 〔糸のように細かく長い糸〕によつて婦人の首飾り
とすることを禁止する。)
綾金の首飾りを禁止すると書かれている。
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⑥  三年,「臣庶之家,母得採捕鹿胎製造冠子。又屋字非邸店、棲閣臨街市之虎,母得為
四鋪作用闘人 ;非品官母得起門屋 ;非宮室、寺観母得彩給棟宇及朱勤漆梁柱省109、離
鍍柱礎。凡器用母得表裏朱漆、金漆,下母得槻朱。非三品以上官及宗室、戚里之家,
母得用金稜器,其用銀者母得塗金。職増酒食器,非宮禁母得用。“1
(三年く1036年〉、「家臣や庶人の家では、雌の鹿を捕まえて冠を作ることはできない。
また、家屋や商人の宿、高層の建物などが町に隣接しないところは、にぎやかにして
はいけない。官僚でなければ、門構えの家を建てることができない。官廷や寺院でな
ければ、絵が描かれている建物や赤黒い漆で塗られた柱や窓、彫刻されている石を得
ることができない。家材道具は、表裏に朱の漆、金の漆を使うことができない。下は、
朱の肌着を使うことができない。三品以上の官僚及び皇族、外戚の家でなければ、金
の稜器を用いることができない。その銀を用いる者は、金を塗ることはできない。亀
の甲羅でできた酒食器は、宮廷でなければ用いることはできない。)
この史料では、雌鹿の角で作る冠を禁止する。また、家屋、家財道具を制限すると書か
れている。
⑦  純金器若経賜者,聴用之。凡命婦許以金為首飾,及為小兒鈴錠、叙蓼、釧纏、珂環
之属 ;傷母得為牙魚、飛魚、奇巧飛動若龍形者。非命婦之家,母得以真珠装綴首飾、
衣服,及項珠、緩絡、耳墜、頭〓 【須十巾】、抹子之類。凡帳Ile、緻壁、承塵、柱衣、
額道、項帖、覆施、休祐,母得用純錦偏繍。宗室戚里茶槍、食合,母得以緋紅蓋覆。
豪貴之族所乗坐車 母得用朱漆及五彩装絶 若用勘而間以五彩者聴 民間母得乗槍子,
乃以銀骨条、水罐引喝随行。」62
(皇帝から純金の器を与えられたものは、これを用いることを許す。命婦53〔封号を受
けた婦人〕は、金の首飾り、及び小児“
4の鋤、管、腕輪、耳飾りなどは許す。しかし、
牙魚〔魚の牙のようなもの〕、飛魚、珍しくて躍動感のある龍のような形をしたものは、
使うことができない。命婦の家でなければ、真珠を装飾した首飾り、衣服、及び項 〔う
なじ〕のところに珠が付いているもの、誤羅65、耳墜馬6、 頭=[須十巾]晰7、 抹子“
8のよ
うなものは使うことができない。帳帳“
9、 顧重“
0、 りだ量Юl、 柱衣162、額道、項帖“
3、
検選、休祐164は、全面に絹で刺繍することはできない。王族の外戚の茶卓、食器は、
紅い蓋で蓋うことはできない。豪貴の族が乗る車には、朱の漆及び五彩で装った絵を
用いることはできない。黒色の車に所々五彩を施しているものは許す。民間は、槍子
に乗ること、及び銀の骨条“
5ゃ甕を持つことはできない。)
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ここでは、命婦とそれ以外の人々は区別し、身に付けるものを制限している。
③ 慶暦八年,詔禁士庶傲契丹服及乗騎鞍轡、婦人衣銅緑免褐之類。Ю6
(慶暦八年〈1048年〉、士人と庶人は、契丹の服を習うこと、及び馬の鞍碁“
7、 婦人の
青色の毛衣を着ることを禁止する。)
契丹の服を着ることを禁止すると書かれている。
⑨  皇祐元年,詔婦人冠高母得喩四寸,廣母得喩尺,杭長母得喩四寸,例禁以角為之。
先是,宮中尚白角冠杭,人争倣之,至謂之内様:冠名日垂肩等[六],至有長三尺者 ;
杭長亦喩尺。議者以為服妖,遂禁止之。“8
(皇祐元年〈1049年〉、婦人の冠の高さは、四寸 〔約 12センチ〕を超えることはでき
ない。横の広さは尺 〔訳 30センチ〕を超えることはできない。くしの長さは、四寸
を超えることはできない。これを牛や羊の角で作つてはいけない。これより前、宮中
では自い角でできた冠のくしを請い願い、人々はこれを真似するようになった。そし
て、これが官中の様式となった。冠の名は垂肩などといい、長さは三尺 〔約 90セン
チ〕ある。くしの長さは尺を超えた。議者が怪しげな服装だという意見を出したため、
ついに禁止された。)
ここでは、婦人の冠の制限、冠の長さの制限について書かれている。
⑩  七年,初,皇親典内臣所衣紫,皆再入為勤色。後士庶寝相数,言者以為奇衷之服,
於是禁天下衣黒紫服者。169
(七年〈1055年〉初め、皇親と内臣は紫の服を着たが、再び黒色の服を取り入れた。後
に士人と庶人に広まった。言者は、正しくない服だと指摘し、世間では黒紫の服を禁
止した。)
ここでは、庶民で黒紫の服を着ることを禁止する。官僚たちの着る月艮を倣つてはいけな
いとしている。また、第 1章で検討した官服でも述べたが、皇親、内臣の服は紫とし、黒
色を着ることは禁止されたものと考えられる。
①  神宗熙寧九年,禁朝服紫色近黒者 ;民庶止令乗憤車,聴以黒飾,間五彩為飾,不許
呵引及前列儀物。170
(神宗熙寧九年〈1076年〉、朝服には黒に近い紫色の物を禁止する。民間と庶人はただ
槍軍1・に乗る場合、黒の装飾は許すが、所々に五彩の装飾がある場合、呵引 〔先ばら
い〕及び前列の儀物を用いることは許さない。)
朝服の区分を明確にしている。民庶の憤車の制限について書かれている。
⑫  哲宗紹聖二年,侍御史雀思言 :「京城士人興豪右大姓,出入率以輛自載,四人昇之,
甚者飾以稜蓋,徹去簾薇,翼其左右,労午於通衝,甚為僣擬,乞行止組。」徒之。r2
(哲宗紹聖二年〈1095年〉、侍御史173〔殿中に給事することを掌る〕である雀思は、「京
城の士人と豪遊大姓は、皇城に出入りする場合、輛174〔かご〕に乗り、四人でこれを
担いでいる。甚だしい者は、粽欄で蓋い、簾を外し、その左右に翼のように付けて道
路を行きかう。また、甚だしい者は官中の人々の真似をしている。それらを止めるこ
とを求める。」と言い、これに従つた。)
士人、豪遊大姓の輛の宮中への乗り入れを禁止する。宮中での官と士人、大姓の区分に
ついて書かれている。
⑬  徽宗大観元年,郭天信乞中外並罷翡翠装飾,帝日 :「先王之政,仁及草木禽獣,今取
其羽毛,用於不急,傷生害性,非先王恵養萬物之意。宜令有司立法禁之。」r5
(徽宗大観元年〈1107年〉、郭天信r6は官廷の内外では翡課177の装飾はやめるよう求め、
皇帝が言うには、「先王 〔哲宗〕の政治では、仁は草木動物まで及んでいたが、今は必
要でないのに、その羽や毛を取り、生きるものを傷つけ心を害している。先王のさま
ざまなものを慈しみ養う意思とは異なっている。有司178に法を立てさせ、禁じさせる
べきである。」と。)
ここでは、翡翠の装飾の禁止について書かれている。
⑭  政和二年,詔後苑造綴畠。蓋自元豊初,置為行軍之琥,又為衛士之衣,以排姦詐,
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遂禁止民間打造。令開封府申巌其禁,客旅不許興販織板。179
(政和二年〈1112年〉、後苑で絞り染めをした絹織物を造ると皇帝が決めた。おそらく
元豊初め〈1078年～〉から行軍の印としていた。また衛±180の衣を不正な者たちと区別
した。そして遂に、民間においてこれらを作ることを禁止した。開封府181にその禁を
厳しくさせ、客旅慇2には綴板を販売することを許させない。)
ここでは、民間で絞り染めの絹織物の製造を禁止し、軍隊の服と民間の服を区別した。
⑮  七年,臣僚上言 :「章穀之下,奔競修靡,有未革者。居室服用以壮麗相誇,珠磯金玉
以奇巧相勝,不獨貴近,比比紛紛, 日益滋甚。臣嘗考之,申令法禁雖具,其罰尚軽 ,
有司玩習,以至於此。如民庶之家不得乗輛,今京城内暖橋,非命官至富民、娼優、下
賤,遂以為常。霜見近日有赴内禁乗以至皇城門者,奉祀乗至宮廟者,坦然無所畏避。
臣妄以為僣祀犯分,禁亦不可以緩。」於是詔,非品官不得乗暖轄。B3
(七年〈1117年〉、臣僚が言うには、「世の中の人たちは、贅沢を競い、身分相応の服を
着ていない。居室の服は壮麗であり、探犠諮4金玉は珍しいものではなくなり、身分が
高いものだけではなく、広がり乱れ、ますます甚だしくなっている。臣は嘗てこれを
考え、法で禁止するようにしたが、その罰は軽く、有司の悪い習慣によりこのように
なってしまった。民間庶人の家では、輛に乗ることができなかったが、現在京城内で
は暖橋に乗り、命官 〔官に任ぜられた者〕でなくても富民、娼優B5、下賤に至るまで
一般的になった。最近見ていると、内禁に赴くのに暖輛に乗つて皇城門に至る者や、
宮廟に至る者がおり、畏れるところがない。臣はみだりに稽を犯し、身分を犯すと考
え、これらの禁令を緩めてはならないと思います。」と。これに対して皇帝は詔し、品
官でなければ暖橋に乗ることができないとした。)
この史料では、品官が乗る暖橋に民庶が乗つている。身分の上下に関係なく珠磯金玉を
付けている。つまり、身分の区別の乱れを正そうとしていることが読み取れる。
⑩  先是,植嚢遣提奉淮南東路學事丁罐言 :「衣服之制,尤不可緩8今間閻之卑,侶優之
賤,男子服帯犀玉,婦人塗飾金珠,尚多僣修,未合古制。臣恐祀官所議,止正大典,
未違及此。伏願明詔有司,巌立法度,酌古便今,以義起祀。倅間間之卑,不得興尊者
同榮 ;侶優之賤,不得興貴者並麗。止法一正,名分自明,革湊倫以婦忠厚,豊日小補
之哉。」是歳,又詔敢為契丹服若藍笠、釣塾之類者,以違御筆論。釣塾,今亦謂之機
袴,婦人之服也。田6
(これより前、臨時に提奉187として淮南東路に送られた学事88〔科挙の監督〕の丁曜が
言うには、「衣服の制度は緩めるべきではありません。今、間閻189の身分が低い者、娼
優の身分が低い者の男子は犀玉でできた帯を付け、婦人は金珠の塗飾を付けるなど、
贅沢をしている者が多い。これは古い制度から外れております。私は考えるに、祀を
恐れ官所で合議しました。しかし、法を正すことにとどまつており、まだ及んでおり
ません。身を低くして願い、有司に告げます。厳しく法を立て、昔の制度をよく理解
し、今に適用し、礼儀を正しくすることを願います。間閻の身分の低い者には尊者と
同じ栄誉を与えず、侶優の身分の低い者には貴者と同じ服装などの華麗さを与えさせ
ない。この法を一度正しくすれば、名分がおのずと明らかになる。誓橋ЮO〔名分の差
を軽視し、乱すという風潮〕を改め、忠実に守るようになるでしょう。これが小さな
修正といえるでしょうか。いや、いえません。」この年また詔するに、あえて契丹の服
は、離性
“
1〔毛織のかさ〕、釣
う
室のようなものとするとした。皇帝の命令文に違えば
処罰 した。釣塾のことを今では機袴といい、婦人の月長のことである。)
ここでは、身分の低い者は、贅沢をしてはならない。衣服の身分の差を明確にする。ま
た、契丹の服を禁止すると書かれている。
以上の①～⑩までの史料から読み取れることは、北宋時代は官僚、士大夫、庶人それぞ
れの身分が乱れているのを正そうとしていることがわかる。②と③の史料を見ると、「近年
品官緑抱及奉子白補下皆服紫色,亦請禁之。(近年、品官の緑抱 及び士人の自補 の下には
紫色の服を着ることを禁じてほしい。)」 「端扶二年,詔縣鎮場務諸色公人井庶人、商買、
伎術、不係官伶人,只許服喜、自衣,鐵、角帯,不得服紫。(端供2年〈989年〉、縣鎮場に
務める人たち、公人並びに庶人、商買、伎術で、官伶人でないものは黒服、自衣、鐵、角
帯は許すが、紫の服は許されない。)」 と書かれている。これは、官月長で九品以上が緑、三
品以上が紫の服を着ることから、官僚と同じ色の服を着ることを禁止しているということ
がわかる。
士人や庶人たちが官僚たちの服装や使用している物を真似したことにより、身分の差が
乱れていた。これではいけないとし、身分をはつきりと区別させるために贅沢を禁止する
など、昔の法を見直し、輿服の制度を厳しくし直したと考えられる。
また、③の史料には「慶暦八年,詔禁士庶微契丹服及乗騎鞍轡、婦人衣銅緑免褐之類。
(慶暦八年く1048年〉、士人と庶人は、契丹の服を習うこと、そして馬の鞍碁 、婦人の青色
の毛衣を着ることを禁止する。)」 と書かれており、契丹の服を禁止している。これは、第
1章でも論じたように、異民族の文化をυF除し、昔の漢民族の制度に戻そうとする「程朱
の理学」の考えを読み取ることができる。
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第2節 南宋時代の士庶人の服飾
『宋史』巻 153輿服には、以下のように記されている。
①  中興,士大夫之服,大抵因東都之奮,而其後給愛焉。一日深衣,二日紫杉,三日涼
杉,四日帽杉,五日襴杉。淳熙中,朱烹又定祭祀、冠婚之服,特頒行之。凡士大夫家
祭祀、冠婚,則具盛服。有官者僕頭、帯、樺、笏,進士則峡頭、襴杉、帯,虎士則峡
頭、喜杉、帯,無官者通用帽子、杉、帯 ;又不能具,則或深衣,或涼杉。有官者亦通
用帽子以下,但不為盛服。婦人則似書、大衣、長裾。女子在室者冠子、背子。衆妾貝1
椴紛、背子。Ю2
(南宋となり、士大夫の服は、大抵東都 〔北宋の都、開封〕の音のものであったが、そ
の後やや変化した。一つ目は深衣Ю3、 二っ日は紫杉Ю4、 二っ日は涼杉Ю5、 四つ目は帽
杉Ю6、 五つ日は補杉Ю7でぁる。淳熙中〈南宋時代、1174～1183年〉、朱烹はまた、祭祀
や冠婚の服を定め、これを特に一般に広めた。およそ士大夫の家は、祭祀や冠婚には、
すなわち盛服を備えた。有官者は峡頭、帯、樺、笏を用い、進士は峡頭、補杉、帯を
用い、虎士Ю8は峡頭、喜杉、帯を用い、無官者は帽子、杉、帯を用いた。また、備え
ることができなければ、深衣、或いは涼杉を用いた。有官者はまた、帽子以下 〔杉や
帯〕を用いた。ただ、盛服Ю9とはしない。婦人は、俄響、大衣、長祐を用いる。正妻
は冠子、背子200を用い、衆妾2∝は似紛、背子を用いた。)
ここでは、朱喜によつて士大夫の服を規定されたことが記されている(朱子の法)。
② 冠祀b三加冠服,初加,紺布冠、深衣、大帯、納履 ;再加,帽子、喜杉、革帯、繁鞍 ;
三加,僕頭、公服、革帯、納樺。其品官嫡庶子初加,折上巾、公服 ;再加,二梁冠、
朝服 ;三加,平見服,若以巾帽、折上巾為三加者,聴之。深衣用白細布,度用指尺,
衣全四幅,其長過脇,下属於裳。裳交解十二幅,上属於衣,其長及躁。園袂方領。曲
裾黒縁。大帯、絡冠、幅巾、黒履。士大夫家冠昏、祭祀、宴居、交際服之。202
(冠祀203〔元服の祀〕、三加204〔加冠の祀〕の冠服。初加に結布冠、深衣、大帯、納履、
再加に帽子、喜杉、革帯、紫鞍。,三加に峡頭、公服205、革帯、納樺。その品官の嫡庶
子の初加に、折上巾、公服。,再加には二梁冠、朝服。,三加は平見服206とした。もし平
見服がない場合は、巾帽、折上巾を許した。深衣は、自細布を用い、長さは指尺を用
い、衣は四幅とし、その長さは脇を超し、下は裳に属する。裳は十二幅、衣に上属し、
その長さは躁まである。丸い袖の方形のえり、曲裾は黒縁である。大帯、結冠、幅巾、
黒履。士大夫の家では、冠婚や祭祀、宴居207、交際の時にこれを着た。)
ここでも朱子の法に従つて月晨飾の制度が定められている。
③  紫杉。本軍校月比 中興,士大夫服之,以便戎事。紹興九年,詔公卿、長吏服用冠帯,
然迄不行。二十六年,再申厳禁,母得以戎服臨民, 自是紫杉遂康。士大夫皆服涼杉,
以為便服実。208
(紫杉。軍服である。中興(南宋時代)、 士大夫はこれを着た。戦時に便利な服である。
紹興九年く1139年〉、公卿、長吏は冠帯を着ることを詔したが、まだ行われていない。
二十六年〈1156年〉、再び厳しく禁止し、士大夫は戎服209を着て民と応対することがで
きないようにした。これより遂に紫杉を廃止した。士大夫は皆涼杉を着て、普段着と
した。)
ここでは、紫杉を廃止し、涼杉を着るようになった。
涼毯 其制如紫杉 亦日白毯 乾道祝 膿部侍郎王職奏 :「霜見近日士大夫皆服涼杉 ,
甚非美観,而以交際、居官、臨民,純素可憎,有似凶服。陛下方奉雨官,所宜革之。
且紫杉之設以従戎,故為之禁,而人情趨簡便,靡而至此。文武並用,本不偏康,朝章
之外,宜有便衣,例存紫杉,未害大證。」於是禁服自杉,除乗馬道塗許服外,餘不得
④
図12 深衣 (『図説中国 伝統服飾』鄭著 西安世界図書 2008年)
服。若便服,許用紫杉。自後,涼杉祗用為凶服実。210
(涼杉。その制度は紫杉と同じであり、また自杉といつた。乾道初(1165年)祀部侍郎
の王畷が奏上するに、「見るところによると、近日、士大夫は皆涼杉を着ており、はな
はだ美観ではない。特に、交際や居官、臨民の時は、非常に良くないことであり、喪
服のようである。陛下はまさに二人の皇太后を奉り、この悪い風潮を改めるべきであ
ります。且つ、紫杉の設は従軍することから起こつたので、禁上しましたが、人情は
簡単に着られる服に趨勢したので、禁止することには至りませんでした。文官も武官
も用いられ、元々全国的に廃止されませんでした。朝章のほか、便衣があり、すなわ
ち紫杉を保存し、未だ大きな状況においては変化しませんでした。」と。ここにおいて、
白杉を着ることを禁止し、馬に乗つて道路を通るとき以外は着ることができないこと
になった。便服2Hは、紫杉を用いることを許された。その後、涼杉は凶服のときだけ
に用いることになった。)
涼杉は喪服なので禁止。喪服のときだけ着ることができると書かれている。
=由 導
i昧人(三高
｀
淋 賞日》)
図13 白杉
(周『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社、1996年)
⑤  帽杉。帽以烏紗、杉以喜羅為之,角帯,繋帆 東都時,士大夫交際常服之。南渡後,
一愛為紫杉,再愛為涼杉,自是服帽杉少丸 惟士大夫家冠昏、祭祀猶服鳥 若國子生,
常服之。212
50
(帽杉。帽は烏紗を用い、杉は喜羅を用いている。角帯は繋模である。東の都 (開封)
の時、士大夫は交際の時に常にこれを着ていた。南渡後(杭州)、一変して紫杉となり、
再び変わり涼杉となり、これより帽杉を着る人々は少なくなった。思うに、士大夫の
家では冠婚や祭祀のときも着るべきであり、そして國子生213も常に着るべきである。)
帽杉は、冠婚や祭祀の時に着る。また國子生も着るべきであると書かれている。
⑥  襴杉。以白細布為之,園領大袖,下施横襴為裳,腰間有辟積。進士及國子生、州縣
生月艮之。214
(補杉は自細布で作られた。丸首で大袖、下は横補を施し、裳とした。腰間に辟積215が
ある。進士及び國子生、州縣生はこれを着た。)
進士及び國子生、州縣生は禰杉を着ると書かれている。
(會固オニ)杉 欄
図14襴杉
(『大漢和辞典』諸橋轍次
大修館書店 1963年)
⑦ 紹興五年 高宗謂輔臣日 :「金翠為婦人服飾
已戒中外,及下令不許入宮門,今無一人犯者。
定鈴金及採捕金翠罪賞格。」216
不惟靡貨害物 而修靡之習,賞開風化。
尚恐士民之家未能壷革,宜申厳禁,4「J
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(紹興五年〈1135年〉、高宗が輔佐の官僚に言うには、「金翠217は婦人の服飾であり、贅
沢なものだけではなく、修靡の習であり、実に風紀に関わる。すでに宮廷内外に戒め、
及び命令を下して宮門に入ることを許さない。今、一人も犯す者がいない。なお士民
の家は、未だよくことごとく改めることができないことを恐れ、厳しく禁止するべき
である。すなわち、鈴金及び金翠の採捕の賞罰の規定を定めるべきである。」)
ここでは、金翠が官廷内に入ることを禁止する。士民の家でも金翠を禁止すると書かれ
ている。
③  淳熙二年,孝宗宣示中官樟衣日 :「珠玉就用禁中菖物,所費不及五高,革弊営自宮禁
始。」因問風俗,襲茂良奏 :「由貴近之家,放傲宮禁,以致流偉民間。粥管理者,必言
内様。彼若知上崇尚淳朴,必観感而化実。臣又間中宮服瀞濯之衣,数年不易。請宣示
中外,傷敷有司厳戦奢僣。」劉8
(淳熙二年〈1175年〉、考宗が中官の祥衣を宣示して言うには「珠玉は禁中の古い物に
用いられ、費用は五萬両に及ばず、弊を改めるにまさに宮中で禁止することから始め
るべきである。」と。よって、風俗を問うに、襲茂良奏上して、「貴族や皇帝に近い官
僚は、宮禁を模倣することにより、民間に広まりました。著鋒2Ю 〔耳の飾りに垂れる
耳玉〕を売る者は必ず種類を言います。売る側については、皇帝は淳朴を尊んでいる
ことを知れば、必ず気持ちを見て変化します。臣はまた中官が浣濯の衣を着、数年変
わらないことを聞き、これを内外に宣示し、すなわち有司に勅して贅沢を厳しくやめ
るようにして頂きたいと思います。」と。)
この資料では、贅沢を禁止するということが書かれている。
⑨  寧宗嘉泰初,以風俗修靡,詔官民螢建室屋,一遵制度,務徒簡僕。又以宮中金翠,
播之通衝,貴近之家,犯者必罰。220
(寧宗嘉泰初〈1201年〉、風俗の修靡を以て、官民の室屋の営建は、一に制度に従い、
務めて簡撲に従うべきであると詔した。宮中の金翠が通衛に広がっているが、貴近の
家は犯した者は必ず罰する。)
ここでは、宮中の金翠が貴近の家に広がることを禁止する。
以上の①～⑨までの史料から、南宋時代になると、朱喜によつて士大夫の服装の制度が
でき、それに従つた服装をするようになった。冠祀や紫杉、涼杉、帽杉、襴杉などの制度
が定まった。また、北宋時代と同様に贅沢を禁止している。理由としては、宋の時代は、
金に歳貢を送っていたこともあり、経済的にもあまり豊かではなかったことにより、贅沢
を禁止したものと考えられる。
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○おわりに
これまで、中国宋代の諸臣と士庶人の月艮飾制度について『宋史』輿服志から見てきた。
諸臣の服飾制度では、帽子、帯、笏、樺、服色のすべてにおいて身分の差を明確にしよう
としていることが読み取れる。また、宋代の官服制度が完成したのは神宗時期であること
がわかる。在職年数や年齢、特別な恩賜によって服色が変わるなど、細かく制度が定めら
れている。
服飾の特徴としては、この時代から魚袋を身に付けるようになったことである。元々は
割符として用いられていたが、それが官位の差異を明確にするために装飾品化したと考え
られる。紫衣に金魚袋 (三品以上)・″卜衣に銀魚袋 (五品以上)という姿が高官の象徴とさ
れた。このように魚袋をつけることで身分の差をはっきりさせているのである。
また「樺」の制度からは、異民族の文化を排除し、音の伝統的な漢民族の制度を取り戻
そうという意志が見られ、「程朱の理学」の考えがあったことがわかる。さらに、「営時議
者以準不営用之中国,賞康繹氏之漸云。」のところでは、「議者は樺を中国では使わせず、
徐々に繹氏を廃する傾向があった」と書かれている。「繹氏」とは、「佛教」のことである。
よって、「樺」には「佛教」の影響があつたと考えられる。そしてそれを廃すると書かれて
いることから、宋代では、外から入つてきた異文化を廃そうとしていたのではないかと考
えられる。また、唐の時代に流行つていた北方民族の胡服の影響もあり、それを廃除しよ
うとしたものではないかと考える。
北宋と南宋での服飾制度はそれほど大きな変化は見られないが、南宋時代は在職年数の
計算法をきちんと見直すなどの制度の引き締めが行われたことが北宋よりも感じられる。
また、時服の史料から読み取れることは、地方官の者には特別な恩赦を与えていること
である。史料を見てみると、「藩鎮の観察使以上は、天下楽量錦を与られ、尚書及び歩軍都
虞侯以上及び知益州、知井州は、次量錦を与えられ、皆五事とする。」と書かれている。観
察使は正五品であり、位は高くない。しかし、従一品や徒二品の中書門下、枢密 、宣徽院、
節度使に与えられていた天下楽曇錦を与えられている。また、知益州、知井州には次量錦
を与えられ、工事とした。益州と井州は、遼や西夏の国境付近に位置する。当時は、遼と
争つていたため、北の方の地方官や戦いに貢献した者には特別な恩赦を与えていたと考え
られる。
また、北宋時代から南宋時代にかけては、技術官(医師、天文師など)や膏吏から官僚に
なった者を評価しようとしていることがわかる。これは、北宋時代の都である開封から南
宋時代の都である杭州に遷る際に、気候や風土の変化に対応するため、医師や天文師が重
用とされていたのではないかと考える。膏吏は、庶民でありながらも役人の仕事をする地
位の低い役人のことである。膏吏は、地元で働いている。南に遷るとき、その土地のこと
をよく知っている膏吏に助けてもらったことにより、特別な恩赦を与えたと考えられる。
そして士庶人の服飾制度は、陳茂同氏、戴鉄祥氏、華梅氏、王雪莉氏が論じていたよう
に「程朱の理学」が特に南宋時代で影響していることがわかった。また、北宋時代は官僚、
士大夫、庶人それぞれの身分が乱れているのを正そうとしていることが読み取れた。士人
や庶人たちが官僚たちの服装や使用している物を真似したことにより、身分の差が乱れた。
これではいけないとし、身分をはつきりと区別させるために贅沢を禁止するなど、音の法
を見直し、輿服の制度を厳しくし直したと考えられる。
また、契丹の服を禁止するなど、第 1章でも論じたように、異民族の文化はりF除し、昔
の漢民族の制度に戻そうとしていることが読み取れる。
そして、南宋時代も北宋時代と同様に贅沢を禁止していたことがわかる。理由としては、
この時代宋は、金に歳貢を送っていたこともあり、経済的にもあまり豊かではなかったこ
とにより、贅沢を禁止したと考えられる。
このように宋代の諸臣や士庶人の服飾制度には、北方民族が勢力を拡大してきたことに
よる影響を非常に受けていることがわかる。国境付近の地方官や膏吏には特別な恩赦とし
て帯や時服を与えたり、異民族の文化をリト除して漢民族の文化を取り戻そうとする「程朱
の理学」の考えが表れていた。また士庶人の服飾制度では、贅沢を強く禁止していた。北
宋時代から金や遼との争いがあり、南宋時代には金に歳貢を送つていた。それにより国の
経済を考慮し、贅沢を禁止していたと考えられる。
先行研究で共通して論じられていることは、宋代の服飾制度には「程朱理学」が影響し
ているということである。この結論に対しては同意であり、『宋史』輿服志からも読み取る
ことができる。しかし、あまり詳細には論述されていない。また、王雪莉氏の結論②の「美
に対する追及があり、時尚に突飛な奇想があつた」というところに対しては同意すること
ができない。『宋史』輿服志からは読み取ることができなかった。また、北宋、南宋に分け
ての服飾制度の変化や時代背景についてはそれぞれあまり述べられていない。
やはり、政治情勢によつて服飾制度も変わるということが今回の研究でわかつた。しか
し、今回の研究では宋代の政治について詳しく研究することができなかった。また、唐の
時代の服飾制度からどうように変化したのかというところも調べることができなかったの
で、これらは今後の研究課題としたい。
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1七情六欲:人間の喜怒哀楽と嗜慾の総称である。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、
1959年
2脱脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3561
3脱脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3561
4節鎮 :節度使の役所。節度符、また節度使を置く要衝の大郡。(『宋史』職官志)
出典 :諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
5転運使 :官名。韓運の名は唐代各道の財賦を京師に韓運せしめたことに始まる。来の太
宗初めて諸道韓運使を置いて利槽を総べしむ。後、邊防。盗賊・刑訟 。金穀 。按察を掌
る。(『事物紀原』節鍼師曹部、韓D諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
6防禦使 :官名。唐、置く。位は国練使より下。大郡要害の地に置いて軍事を収めしめ、
刺史、之を兼ぬ。宋は虚衡とす。明設けず。清は各省の要地及び新彊に防禦を置く。位
は佐領の下。(『唐書』百官志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
7回練使 :官名。唐、蒲宗の乾元元年、初めて置く。唐代、枢要の地に節度使置いて兵馬
の権を掌らせたが、重要度の少し劣る所には、観察使 。防禦使・園練使などを置いた。
国練使は一州または敷州を領し、後者の場合には都園練使と称す。朝廷に直属し、多く
は観察使・防禦使を兼任。元来は武官であるが、後、刺史の職をも兼ねるに至り、其の
勢が増大し、五代には其の極に達した。しかし宋の太祖が之を抑屋する方針をとってか
ら次第に其の数を減じ、後には単なる武人の階級の称号となる。従五品。(『唐書』百官
志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
8刺史 :官名。漢の武帝、部刺史を置く。詔條を奉じ、郡國を督察することを掌る。魏・
晋には、要州に於いて。都督を以て刺史を兼領させた。随は郡を廃し、州を以て縣を統
べさせたので、刺史は大守の互名と為り、唐は之に因る。宋代は職任無く、元明後、其
の名、亡ぶ。従五品。(『漢書』百官公卿表)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959
年
9通判 :官名。宋の太祖、藩鎮の患を除かんとし、列郡に植知州事を置き、その下に通判
を置いてこれを補佐せしめた。すなわち州の政治を監督する官。従人品。(『文献通考』
職官考)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
10郊祀 :天子が郊外で天地を祀る祭。(『漢書』郊祀志)諸橋轍次『大漢和辞典』大
修館書店、1959年
11慶成 :祭祀の祀の終わること。(『曽撃』郊祀慶成詩序)諸橋轍次『大漢和辞典』
大修館書店、1959年
12脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp。3562
13「東封、西祀の書」:北宋大中祥符元年(1008年)、「天書」封祀運動、真宗が泰山を祭り、
また山西扮陰で后土地祗を祭つた。
14脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3562
15龍固閣:官府の名。宋、大中祥符年間に建つ。閣上に太宗の御書文集、及び譜録実物類
を置く。学士、直学士、待制、直閣学士等の官を置く。
16脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3562
17賊濫 :賄賂を貪り、不正をはたらくこと。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、
1959年
18徒重:徒刑と同じ。労役に服される刑罰。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、
1959年
19侃魚 :唐代に五品以上の官人がおびた魚形の袋。(『唐書』車服志)諸橋轍次『大
漢和辞典』大修館書店、1959年
20給事中:中国の官名。秦・漢時代に始まり、天子に近侍して奏事を司り、隋・唐では門
下省に属し、詔勅および上奏文書を審査した。明代には、六科給事中として六部の事務
を監察、清代には都察院に属し、権限は軽かつた。(『通典』職官)諸橋轍次『大
漢和辞典』大修館書店、1959年
21「行、守、試」:元豊4年10月庚辰の條「凡そ 1品以上高き者は行と為し、1品を下る
者は守と為し、2品以下を下る者は試と為す。品同じき者は行守試を用いず。」李素『資
治通鑑長編』巻318
22罷職 :職をやめること。また職をやめさせること。諸橋轍次『大漢和辞典』大修
館書店、1959年
23脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、
pp,3562‐pp,3563
24樺:くっ。かわぐつ。(『繹名』繹衣服)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
25履:くっ。ぞうり。はきもの。(『正字通』)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959
年
26絢:くつの先に付いている飾り。(『儀祀』士喪稽)諸橋轍次『大漢和辞典』大修
館書店、1959年
27=[糸+意]:くつのへりに縫い込む飾り紐。(『周程』天官、履人)諸橋轍次『大
漢和辞典』大修館書店、1959年
28純:いと。まじりけのない糸。生糸。(『説文』)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館
書店、1959年
29彙:くっの紐。また、くつの飾り。(『漢書』外戚博下)諸橋轍次『大漢和辞典』
大修館書店、1959年
30罵履 :底を二重にしたよい履。(『隋書』祀儀志)諸橋轍次『大漢和辞典』
大修館書店、1959年
31朝請郎 :官名。漢代、奉朝請は定員が無く、もと官位としなかったが、後漢に至って三
公・外戚・皇室0諸侯を多く之に任じた。朝會請召を奉ずることを掌る。晋0宋・斉・
梁・並に之に因り、隋の開皇以後、朝請郎。朝請大夫と改める。徒六品。(『漢書』楚元
王博)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
32将校 :軍隊で戦闘の指揮をする士官。(『後漢書』王充博)諸橋轍次『大漢和辞典』大修
館書店、1959年
33貝塚茂樹『中国の歴史』(中)岩波新書、1969年
34貝塚茂樹『中国の歴史』(中)岩波新書、1969年
35王媛「唐代の官廷に響く異国の旋律‐四方楽‐」、『エコ・フィロソフイ研究』第9号の中
で、「樺」には胡月長の影響があると述べられている。
36脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3563
37庶官:諸々 のつかさ。百官。(『書』卑陶讚)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959
年
38侍郎 :官名。秦・漢は郎中令の属官で官門の守衛をつかさどる。唐では中書・門下両省
の実質上の長官。また、六部の次官。徒三品。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959
年
39待制 :官名。文官六品以上の輪番で待制して顧間に備わるものをいう。(『唐書』百官
志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
40年労:官吏が久しく職に居て功労があること。多年勤続の功労。(『北斎書』文襄帝紀)諸
橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
41朝官:朝廷に仕える役人。一品以下の官吏で、朝廷に常参する者をいふ。(『宋史新編』)
諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
42知州 :官名。州の長官。宋代に始まり清代まで行われる。徒五品。(『事物紀原』横行
武列部、知州)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
43監司:州郡を監察する官吏。(『臭志』陸抗博)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書
57
店 、 1959年
“承務郎:宋代、校書正字将作監簿を改称していう。(『玉海』官制、官名、元豊新定官制)従人品。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
45脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂 中華書晟 1985年復烈 pp.3563‐3564
“孝宗:南宋の第
二代皇帝。(1162～1189年在位)
47殿中侍御史:官僚の不正を取り締まる役。徒七品。(『唐書』百官志)諸橋轍次『大漢和
辞典』大修館書店、1959年
慇傍倖 :利や幸福を求めてやまないこと。
“ 補官
:高官に遷補すること。
50靖康
51建炎
52恩赦
宋、欽宗の年号。(1126～1127年)
南宋、高宗の年号。(1127～1130年)
天子の特赦をいう。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
53出官 :宋代の官吏の任用法の一。正任膏吏即ち正名楷書の首席になり、四年務めると官
員になつてある種の実職に就くことができることをいう。出職ともいう。[宮崎市定『ア
ジア史研究』(第一)p.319,p.359]
54脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3564
55循吏:規定に従つて務める善良忠実な役人。(『史記』循吏博)諸橋轍次『大漢和
辞典』大修館書店、1959年
56脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3564
57華梅『中国服飾史‐五千年の歴史を検証する‐』白帝社、2003年
58脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp。3564
59墨玉:帯の飾や器物を作る黒色の玉。(『雲林石譜』)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書
店、 1959年
60御仙花帯 :「宋、金官束腰之帯。以皮革為][革+口+壬],讐[革+口+壬]上釘綴金鉾。因鋳
上離撃御仙花紋,故名。又因花紋之状与蒻枝相近,亦被訛称 “蒻枝帯"(御仙花与蒻枝本
為二物,后被混清為一,故有学者力辮其非)。 宋代多用於学士、文吏。…」
(宋、金時代の官の帯である。皮革で=[革+口+壬]を作り、=[革+口+壬]の上には金鉾が
綴られている。鉾の上には御仙花の文様が彫られている。故に名付けられた。また、花
紋の様子が蒻支と近いので、“蒻支帯"とも呼ばれた。[御仙花と翡支は元々二つの物で
あつたが、後に混同されて、一つとなったので、学者は誤りを指摘している。]宋代は
学士及び文官吏に多く用いられた。)周『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社 1996
年 p.449
61脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3565
62師轡帯 :「金鋳之帯。宋代専用干達官近臣。因帯上飾有獅子及蛮王形象而得名。…」
(金鋳の帯である。宋代の近臣が用いていた。帯上の飾りには、獅子及び蛮王形象がある。)
周『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社 1996年p.449
63跨:帯のかなぐ。(『愧郊録』巻12)周『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社 1996
年
64脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、
pp,3565‐pp,3566
65翰林学士:官名。唐、置く。文詞経学の士を集め文学を講究させて内廷供奉の官とした
が、玄宗の時、方技雑流を以て翰林待詔を置き、表疏の批答、其の他の文書立案を掌ら
しむ。正三品。(『唐書』百官志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
66紅=[革+口+壬]:證服に用いる赤い革の帯。晩唐五代の官庶は皆用いる。
宋代は四品以上の官吏が用い、金代は七品に規定し、七品以下は黒=[革+口+壬]を用
いる。(『紅楼夢』)周『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社 1996年
67犀角帯 :犀角を以て装飾を施した革帯。巡方・丸輌の二種類があり、後世は水牛の角を
用ふ。(『名目抄』)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
68貢士:周代、諸侯が才学ある人物として中央へ推薦した者。後世、郷試・省試に及第し
てまだ殿試撮終試験)を経ない者。(『證』射儀)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、
1959年
69骨吏:小役人。地位の低い役人。下役。(『唐書』車服志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修
館書店、1959年
70優寵 :手あつく愛する。特に目をかける。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959
年
71金魚 :こがねで魚形に作った袋。唐代、三品以上の官の侃用した黄金の侃魚。(『元棋』
自責詩)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
72脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp。3566
73節度使 :唐、五代、宋初の軍職。8世紀初め、辺境の要地に置かれた軍団の司令官。安
史の乱中、国内財政権をも兼ねて強大な権限を有した。藩鎮:徒二品。(『宋史』職官志)
諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
74『宋史』巻十五 神宗本紀 熙寧六年 辛巳ノ日ノ条…
「辛巳、以復熙、河、兆、眠、畳、宕等州、御紫農殿受革臣賀、解所服玉帯賜安石。」
(これらの土地を吐蕃が占領していたとみられる。それを戦争により勝利し、土地を
取り戻し、紫農殿で祝賀をし、王安石は褒美として玉帯を与えられた。)
脱脱『宋史』「巻14 本紀 第14神宗一」元代編纂、中華書局、1985年復刻
75脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3566
76平章事 :官名。唐 。宋の宰相の職。正しくは同中書門下平章事、又同平章事という。唐
代、尚書。中書。門下の三省の長官を宰相といい、常には置かず、他官を以て其の職を
兼撮せしめ、参議得失・参知政事。参和機務等の名を以て之を称した。(『唐書』百官志)
諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
77三師:太師。太博・太保をいう。正一品。(『唐書』薫璃博)諸橋轍次『大漢和辞典』大
修館書店、1959年
78宰相 :天子を補佐して役人を統率し政治を行う人。(『漢書』王尊博)諸橋轍次『大漢和
辞典』大修館書店、1959年
79執政官 :政治を執り行う官吏。(『称謂録』現任官員、執政官)諸橋轍次『大漢和辞典』
大修館書店、1959年
80開府儀同三司:官名。儀制が三公と同じという意。後漢の場帝の時、鄭嬌、車騎将軍と
なり、儀伎は三司に同じ。儀同の名、これより始まる。晋南北朝に至り、儀同の琥、遂
に多く、北周は儀同三司を改めて、儀同大将軍とし、なほ増して上儀同代将軍を置く。
隋は散官とし、唐は上開府儀同三司を改めて上軽車都尉とし、開府儀同三司を軽車都尉
とし、儀同三司を騎都尉とす。後、開府儀同三司を文散官とす。宋元之に因り、明廃す。
従一品。(『通典』職官、文散官、開府儀同三司)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、
1959年
81観文殿大学士 :官名。宋、置く。吏守及び職掌なく、出入侍徒 して顧間に備わるもの。
かつて宰相であつたものを優遇するもの。(『宋史』職官志)諸橋轍次『大漢和辞典』大
修館書店、1959年
82中散大夫 :官名。王芥、置き、歴代之を因る。唐宋には散官となり、元代廃す。
従五品。(『宋史』百官志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
83脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、
pp.3566‐pp.3567
84使相 :節度使と中書省、門下省、平章事を兼任しているもの。〔『文献通考』職官考〕諸
橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
85職事官:実在の官職を執り掌る官吏の通称。〔『文献通考』職官考〕橋轍次『大漢和辞典』
大修館書店、1959年
86諫議大夫 :官名。天子を規諌することを掌る。秦、諌大夫を置くに始まり、後漢始めて
諫議大夫を置く。歴代之に因り、唐の龍朔中、中書に属し、開元後は門下に婦し、正元
中、左右に分かれ左は門下に右は中書に隷す。宋も左右諫議大夫を置いて、諌垣の長と
なし、元は其の制に因り明に至って廃される。従四品。(『後漢書』百官志)橋轍次『大
漢和辞典』大修館書店、1959年
87殿中監:官名。魏置く。殿中省の長官。(『通典』職官)橋轍次『大漢和辞典』大修館書
店、 1959年
88脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3567
89三少:少師、少博、少保をいう。(『大載祀』保俸)橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、
1959年
90脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3568
91符契:わりふ。木片、竹片、紙片などに文を記し、証印を中央に押し、これを二つに割
つたもの。一片を与えて他の一片をとどめおき、後日合わせて見て証とする。
92脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3568
93脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3568
94待詔:官名。漢では経学文章の士を任用して、天子の対応に備えた。唐以降は翰林院の
官。(『文献通考』職官考、学士院)橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
95堂後官 :唐から五代に至る間に於いて、中書省給事の役人をいう。
96脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編集 中華書局 1985年復烈 pp.3568‐3569
97清職 :位の高い官職。
98脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3569
99脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3569
100錫:長靴や編み上げ靴などの胴の部分。
101脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂 中華書局 1985年復烈 pp。3569‐3570
102上壽 :誕生日のこと。
103聖節 :皇帝の誕生日。
104進士 :隋の場帝が進士科を設けてから、官吏の任用は皆之に由る。唐亦之に因り、応
試者の資格を生徒・郷項・制奉の三種とし、科目を秀才0明経・進士・明法・明字・明
算とす。生徒とは國子監以下の奉館出身者をいい、郷貢とは学館に由らず州縣の推澤に
係る者をいい、制奉とは臨時勅選に由って才能卓越の士を登用することをいう。奉に応
ずる者を奉進士といい、合格した者を成進士という。郷貢で進士科に応じたものを郷貢
進士といい、凡て稽部に試みられるものを進士という。(『唐書』選挙志)橋轍次『大漢
和辞典』大修館書店、1959年
105聞喜宴:科挙時代、新たに進士となったもののために、祀部の貢院で開かれる宴。(『宋
史』選挙志)橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
106脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3570
107折上巾:僕頭のこと。帽子。(『後漢書』梁糞博)周『中国衣冠服飾大辞典』上海辞
書出版社 1996年
108脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、
pp.3570‐pp.3571
109槻抱 :長い下着。
110三司使 :唐代、刑部尚書侍郎と御史中丞と大理卿とを三司使といい、三者相會して審
判上重大な事件に就いての審議をしたのを三司使會審という。(『唐書』百官志)橋轍次
『大漢和辞典』大修館書店、1959年
lH観察使 :官名。唐、置く。宋、これに因る。諸州を巡視して、政治の良否を観察する
もの。位は節度使に次ぎ、後、節度使の兼職となる。正五品。(『唐書』百官志)橋轍次
『大漢和辞典』大修館書店、1959年
112翠毛錦 :「省称"毛錦"。 織有翠鳥羽毛的錦緞。<宋史・輿服四>:"分官為七等,冠綬亦如
之。……五梁冠,翠毛錦綬,為第四等,左右散騎常侍至殿中、少府、将作監服之。"」
(“毛錦"と簡称する。翠鳥羽毛の錦緞で織られている。『宋史』輿服四 :「官を分けて七
等とし、冠と綬もまたこれと同じようにした。……五梁冠、翠毛錦綬は、第四等とし、
左右散騎常侍から殿中、少府、将作監まではこれを服した。」)
『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社 1996年p.514
113宜男 :「伝統織統紋様。以萱草為主体文様,間配以界格等図紋。因萱草又名宜男草,有
多子多孫的吉祥寓意′故広氾用千各種綾錦。亦有在綾錦上織統 “宜男"字様者。」
(伝統的な文様を刺繍されている。萱草を主とする文様であり、その中に格子の図柄を入
れている。萱草はまた宜男草と名付けられることにより、多子多産の吉祥の意味があ
り、従つて各種の綾錦に広く用いられている。また、綾錦の上に「宜男」の文字を刺繍
しているものもある。)
『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社 1996年p.617
114脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3571
115錦抱 :「以彩錦制成的抱。色彩斑爛華美,歴代視為珍品,常用作朝廷向近臣、外邦的賞
賜之物。…」
(彩錦で作られた抱である。色彩は華美であり、歴代珍品とみなされ、常に朝廷が近臣、
外国に与える賞賜のものとして作られてきた。)
『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社 1996年p.200
116勒畠 :「以布串制成的寛幅腰帯。多用千男子。名称多見千宋金時期。寛度通常在一幅左
右,顔色以紅、紫為主:常用千系束錦抱、抱肛、背子等。官吏所用者大多由朝廷頒賜 」
(布吊で作られた幅の広い腰帯である。男子に多く用いられた。名称は宋金時代に多く見
られた。幅は通常一幅前後で、色は紅紫を中心とした。常に錦抱、抱肛、背子などを縛
るものとして用いられた。官吏が用いるものは、多くは朝廷から賜つたものである。)
『 中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社 1996年p.441
117抱l■:「宋代男子包裏在腰部的一種服飾。通常以納畠、彩錦為之,制為闊幅,四角園裁,
考究者施以彩統,周囲錢有邊飾。…」
(宋代の男子が腰の部分を纏う一種の服飾である。通常は納畠、彩錦で作り、広い幅にし
て四隅を丸く裁断し、彩統や施すもの、周囲の縁には辺飾を付けているものもあつた。)
『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社 1996年p.441
118宗正寺 :「唐、宋宗正寺興太常、光祓、衛尉等同為卿寺之一。至明、清之宗人府,大彊
雖傷沿襲宗正寺之奮制,但已升為高級特殊機構,不在一般行政系統之内。」
鱚 、宋の宗正寺は太常、光祓、衛尉などと同じく卿寺の一つである。明、清の宗人府に
至るまで、おおよそ宗正寺の旧制を受け継いでいたが、高級な特殊機構に昇進し、一般行
政機構の内にはなかった。)
『歴代職官表』黄本麒編 上海古籍出版社
119脱『宋史』「巻153志第106輿服五」
1980`■ p,85
元代編纂、中華書局、1985年復刻、
pp.3571‐pp.3572
120朝官:①朝廷の役人。②一品以下の官吏で、朝廷に常参する者をいふ。(『唐書』百官
志)橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
121京官:京師の地に在勤する役人。輔相以下、皆京官といふ。内官。外官に封する橋。
宋代には、京師に在勤する役人のうち。朝謁に典らぬものをいふ。(『唐書』百官志)橋
轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
122監押:官名。宋、置く。諸州の兵馬の事を掌る。(『宋史』職官志)諸橋轍次『大漢和
61
辞典』大修館書店、1959年
123巡検:官名。宋代沿邊漢洞沿江沿海の地に都巡検及び巡検を置き、州縣の甲兵の訓練、
州邑の巡羅、盗賊の檎捕、及び所在州縣守令の節制を聴くこと。(『宋史』職官志)諸橋
轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
124鈴轄 :地方官の名。宋代、線管鈴轄司を置き、軍旅、屯成、守禦の政令を絶治す。(『宋
史』職官志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
125脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3572
126鴛喬錦 :「伝統名錦之一。織有鴛鵞図紋的彩錦。多用作年軽婦女的衣祐。…」
(伝統の錦の一つである。鴛鵞の文様の彩錦で織られている。若い婦女の衣裾として多く
使用されている。)
『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社 1996年p,514
127脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3572
128使相 :官名。宋、置く。節度使を以て中書令、或は侍中、中書門下平章事を兼任する
官。勲労ある老人、及び前宰相を以て之に充てる。(『宋史』職官志)諸橋轍次『大漢和
辞典』大修館書店、1959年
129脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、
pp.3562‐pp.3573
130郊祀 :天を祭ること。(『宋書』祀志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
131五使 :南郊大程のときは、唐の制に従い五使を命ずる。宰相は大礼使、学士は儀礼
使、また畠簿虔、御史中丞は儀伏使、知開封府は橋道嶺篇産になる。
Qttpソdict.baidu.com/s?wd=%E4%BA%94%E4%BD%BF 2015/12/00
132器幣 :祀器と玉畠。(『左氏』桓、六)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
133牧伯 :太守や刺史。州の長官。地方長官。(『漢書』朱博博)諸橋轍次『大漢和辞典』
大修館書店、1959年
134脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3573
135都部署 :官名。歩軍都部署の略。宋代は、地方軍事長官として遼や西夏地区の近くに
置かれた。軍隊の屯成、防守、訓練、教閲、賞罰事務を掌る。
(http7ゐaike.baiduocom/view/1118769.htm 2015/12/08)
136都監 :官名。宋初めて各路に兵馬都監を置き、本路の禁族・屯成 0邊防0訓練の政令
を掌り、所部を粛清する。高宗、要都の守臣にこれを帯びしめて、武臣を副とし、以て
守臣の兵職を兼ねるをやめた。又、州都監の屯駐。兵甲・訓練・差使の事を掌る。(『宋
書』祀志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
137脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3753
138脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3574
139白補 :白色の補杉、士人の服。(『西廂記』)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959
年
閻 楕子 :数人が肩に担いで人を乗せる具、肩輿の類。(『宋史』輿服志)諸橋轍次『大漢
和辞典』大修館書店、1959年
141脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3574
142禁軍 :近衛の軍隊、皇帝を守る軍‰ (『宋史』兵志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館
書店、1959年
143廂軍:唐宋の軍隊の名。宋に於いては特に諸州の鎮兵をいう。(『東鑑』)諸橋轍次『大
漢和辞典』大修館書店、1959年
144僕頭 :朝服に用いた冠。僕頭は、初、人主のみ用いたが、後、藩鎮・士大夫も之を用
いるに至った。(『唐書』車服志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
145巾子 :頭髪を包む具。(『唐書』車服志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959
年
146鉛金 :金属を溶かすこと、また溶かした金。『広辞苑』岩波書店、2008年
147泥金:プを解いた水に金粉を混ぜたもの。『広辞苑』岩波書店、2008年
148命婦 :符号を受けた婦人。(公主、王妃、郡県主の婦人など)(『周礼』天官)諸橋轍次
『大漢和辞典』大修館書店、1959年
年
149脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3575
150脱『宋史』「巻153志巻106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3575
151脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3575
152脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985復刻年、
pp.3575‐pp.3576
153命婦 :婦人で封号を受けたものの称。(『周礼』天官、内宰)
154小児 :宮廷に使う子ども。
155緩絡 :珠玉を編んで作つた装身具。(『晋書』南轡林邑博)諸橋轍次『大漢和辞典』大
修館書店、1959
156耳墜 :耳かざり。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
157頭=[須+巾]:髪に結ぶ布。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
b8抹子
b9帳慢
160緻壁
161承塵
大修館
162柱衣
163項帖
164沐祐
165骨条
年
壁を塗る道具。
カーテンのようなもの。
壁紙のようなもの。
ごみやちりの落ちないように座所の上に設けるもの。諸橋轍次『大漢和辞典』
書店、1959年
柱まき、柱かくし。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
首に巻くもの。
座布団のようなもの。
宋代の兵器の名。(『宋史』儀兵志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1985
166脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3576
167鞍轡:馬の鞍と手綱。(『宋史』職官志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
168脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3576
169脱脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3576
170脱脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3576
171額車:子牛に引かせる車、牛車。(『唐書』祀楽志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書
店、 1959年
172脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3576
173侍御史 :官名。周代の柱下史。秦は改めて侍御史といい、漢代は之により、殿中に給
事することを掌る。(『通典』職官典)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
174輛:ガ、さい車、かご。
175脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp,3576
176郭天信 :太史局という官職についていた人。
177翡翠 :かわせみ、かわせみの美しい毛、青い羽。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、
1959年
178有司 :有司 :身分の低い役人。
179脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、
pp。3576‐pp.3577
180衛士:官中を護衛する士卒。(『史記』李斯博)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、
1959年
Bl開封府 :府名(役所の名)
182客旅 :行商人のこと。(『白居易』)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
183脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3577
184珠磯:丸い玉と四角な玉。(『荘子』夕1禦寇)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959
年
185娼優 :役者、俳優、農民より身分が低い者。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959
年
186脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3577
187提奉 :官名。宋の徽宗の時、提奉学事司を置き、一路州縣の学政を掌らしめ、歳毎に
所部を巡視し、師儒の優秀、生員の勤情を按察し、奉刺の事を専にせしめた。(『宋史』
職官志)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
188学事:科挙の監督。(『漢書』買誼博)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
189間閻:村里、村里に住む人。(『史記』平準書)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、
1959年
190湊倫
191藍笠
192脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3577
193深衣 :古の制服。上着と裳裾と連接し下衣。大夫 。士の朝祭の次服、庶人の吉祀の月艮。
(『祀』深衣)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
名分の差を軽視し、乱すという風潮。
毛織のかさ。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
紫色の官服。南北朝以降、官僚になったものが公服として多く用いられた。(『太
周『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社、1996今
194紫杉
平広記』
195涼杉 :白色のひとへぎぬ。宋代、南渡の後、士大夫の常服となつたが、乾道の初(1165
年)、 祀部侍郎王峨が凶服に似たるを嫌い、奏して之を禁じた。白杉ともいう。周『中国
衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社、1996年
196帽杉 :宋代、士大夫が礼服に着ていた。烏紗帽、喜羅杉、角帯などを身に付けていた。
(『宋史』輿服志)周『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社、1996年
197補杉 :裾べりのある衣、裾つきの衣。士人の礼服で着られていた。横襴で綴られてい
るため、この名になつた。(『新唐書』車服志)周『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版
社、 1996年
198虎士:士の未だ仕えていないものをいう。浪人。後世、偉人を優遇する琥に用いる。(『史
記』信陵君博)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
199盛服 :盛装の服、立派な装いの服。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
200背子 :朝服の杉子の上に加える衣の名。袖、杉より短く、身、これと同じく大袖なも
の。(『奮唐書』李徳裕博)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
201衆妾 :多くのそば女。第二婦人以下。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
202脱脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3578
203冠祀 :男子が二十歳になって冠を被る祀。元服の譴。(『儀祀』士冠趙 諸橋轍次『大
漢和辞典』大修館書店、1959年
204三加 :加冠幌子が二十歳で冠を付けること)の程。(『儀證』士冠趙 諸橋轍次『大漢和
辞典』大修館書店、1959年
205公服 :朝廷に出るときの濃服。(『北史』魏孝文帝本紀)周『中国衣冠服飾大辞典』上
海辞書出版社、1996年
206見服:貴人が祀服として付ける冠と衣服。周『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社、
1996年
207宴居 :暇で家に安息すること。
208脱脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3578
209戎服 :戦に着る衣服。軍服。(『左博』襄公二十五年)。 周『中国衣冠服飾大辞典』上
海辞書出版社、1996年
210脱脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3578
2H便服 :くつろぐ時に着る服。普段着。。周『中国衣冠服飾大辞典』上海辞書出版社、1996
年
212脱脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3579
213國子生 :國子学(天子の都城内に設け、貴族及び全国の奉人・貢生。監生等を集めて教
授した学校)の学生。(『北史』儒林博)諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
214脱脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3579
215辟積 :装積に同じ。衣裳のひだ。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
216脱脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3579
217金翠 :金色を帯びた緑色。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
218脱脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3579
219箸珂 :耳の飾りに垂れる耳玉。諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店、1959年
220脱脱『宋史』「巻153志第106輿服五」元代編纂、中華書局、1985年復刻、pp.3579
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